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まえがき

まえがき

大学共同利用機関法人情報・システム研究機構の第２期中期目標・中期計画として 2010（平

成 22）年度に統計数理研究所のNOE（Network Of Excellence）形成事業を始動してから、6年

が経過しました。

NOE形成事業を推進するための組織改革や、他の研究機関とのMOU締結を進め、2012（平

成 24）年 9 月には、第１回「統計数理研究所 NOE（Network Of Excellence）形成事業顧問

会議」を開催しました。中期目標・中期計画後半における事業運営に関し、当時の顧問 9 名中

8 名の先生方から大変貴重なご助言をいただくことができました。その内容を、『統計数理研究所

NOE（Network Of Excellence）形成事業顧問会議　報告集』にまとめて事業運営の参考にし、

以降、5つのNOE 型研究センターをそれぞれの核として、リスク科学、次世代シミュレーション、

調査科学、統計的機械学習、サービス科学の各分野における NOE 形成を促進し、各 NOE 型

センターでもプロジェクトの改変をおこなう等、常により効果的な活動を念頭に事業を推進して

まいりました。始動当初に比して、さまざまな機関と連携を取れる体制が広がり、分野をまたがる

MOUも発効するなど、異分野交流や新領域の研究が具体化しています。

2015（平成 27）年 6月19日（金）、統計数理研究所において第２回となる「NOE（Network 

Of Excellence）形成事業顧問会議」を開催いたしました。今回は NOE に係ることのみにとど

まらず、全体的な本研究所の研究教育活動を直にご覧いただき、ご意見を拝聴するべく、年間

で最も大きな広報イベントであるオープンハウスと同時に顧問会議を開催し、6名中 4名の顧問

の先生方にご出席いただきました。

顧問の先生方からは、それぞれのご専門のお立場から、またご研究実績や豊富なご経験から、

次期第３期中期目標・中期計画期間開始に向けて、今後、本研究所が取り組んでいくべき研究

活動の方向性や可能性を、数多くお示しいただきました。第２期中期目標・中期計画期間の総

決算となる今年度にこのような機会を得られたことは非常にありがたく、今後の本研究所の研究

企画の指示書とすべくここに『第２回 統計数理研究所 NOE（Network Of Excellence）形成

事業顧問会議報告集』を作成する次第です。

今後も、本研究所は、大学共同利用機関として、ネットワークの拠点・ハブの役割を担うことで、

コミュニティが求める要望を反映し、協定機関相互間の共同研究だけにとどまらない分野を超

えた融合研究や、新分野の創成の活性化を促進し、新しい科学的方法論（第４の科学）の確立

およびネットワーク型という新しい共同研究スタイルを目指してまいります。

引き続き、本研究所に対するご理解とご支援のほど、何卒よろしくお願い申し上げます。

2016 年 3 月

統計数理研究所長

樋 口   知之
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プログラム

第２回 統計数理研究所 NOE形成事業 顧問会議 プログラム
日 時：2015 年 6 月19 日（金）14：00 ～ 18：30
場 所：統計数理研究所 ２階 会議室３

14：00 開会 司会： 伊藤　聡
（副所長 /NOE 推進室長）

14：02 ～ 14：05 所長挨拶 所長　樋口　知之

14：05 ～ 14：15 出席者紹介

14：15 ～ 14：25 統計数理研究所と
NOE 形成事業の紹介

所長　樋口　知之

14：25 ～ 14：45 リスク科学 NOE
活動紹介および討論

リスク解析戦略研究センター
センター長　山下　智志

14：45 ～ 15：05 調査科学 NOE
活動紹介および討論

調査科学研究センター
センター長　吉野　諒三

15：05 ～ 15：15 休　憩（10 分）

15：15 ～ 15：35 次世代シミュレーションNOE
活動紹介および討論

データ同化研究開発センター
センター長　樋口　知之

15：35 ～ 15：55 サービス科学 NOE
活動紹介および討論

サービス科学研究センター
センター長　丸山　　宏

15：55 ～ 16：15 統計的機械学習NOE
活動紹介および討論

統計的機械学習研究センター
センター長　福水　健次

16：15 ～ 16：25 休　憩（10 分）

16：25 ～ 17：15

統計数理研究所内 施設見学
　◦ 計算機室
 　　　４K ３D デモ
 　　　 スーパーコンピュータ等
　◦ 統計思考院
　◦ 図書室

統計科学技術センター
センター長　川崎　能典

17：15 ～ 17：20 御礼挨拶 所長　樋口　知之

17：30 ～ 18：30 意見交換
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出席者名簿

出席者名簿

NOE 形成事業 顧問

今田　高俊 東京工業大学 名誉教授 出 席

小柳　義夫 神戸大学 計算科学教育センター 特命教授 出 席

多田　正世 日本製薬工業協会 会長 －

古井　貞熙 Toyota Technological Institute at Chicago 学長 出 席

吉川　弘之 科学技術振興機構 特別顧問 －

渡邉　賢一郎 日本銀行金融研究所 所長 出 席

敬称略五十音順

NOE 形成事業 運営委員会委員

樋口　知之（委員長） 所長 / データ同化研究開発センター センター長 / 教授 出 席

伊藤　　聡（副委員長） 副所長 / NOE 推進室長 / 教授 出 席

山下　智志 リスク解析戦略研究センター センター長 / 教授 出 席

吉野　諒三 調査科学研究センター センター長 / 教授 出 席

丸山　　宏 サービス科学研究センター センター長 / 教授 出 席

福水　健次 統計的機械学習研究センター センター長 / 教授 出 席

田村　義保 副所長 / データ同化研究開発センター 副センター長 / 教授 出 席

松井　知子 統計的機械学習研究センター 副センター長 / 教授 出 席

中村　　隆 調査科学研究センター 教授 出 席

黒木　　学 リスク解析戦略研究センター 副センター長 / 准教授 出 席

陪 席 

能住　勝德 共通事務センター センター長



4 第２回 統計数理研究所 NOE形成事業 顧問会議 報告集

会議風景・統計数理研究所内 施設見学風景

今田  高俊  顧問

古井  貞熙  顧問

樋口  知之  統計数理研究所長

小柳  義夫  顧問

渡邉  賢一郎  顧問

会議風景
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吉野  諒三  調査科学研究センター長

伊藤  聡  NOE推進室長

樋口  知之  データ同化研究開発センター

山下  智志  リスク解析戦略研究センター長

丸山  宏  サービス科学研究センター長 福水  健次  統計的機械学習研究センター長

会議風景・統計数理研究所内 施設見学風景
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出席した4名の顧問 NOE形成事業運営委員会委員

歴史的な計算機や物理乱数発生装置見学

会場風景

統計数理研究所内
施設見学風景

会議風景・統計数理研究所内 施設見学風景
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所長応接室での記念写真

統計思考院見学

スーパーコンピュータ見学

図書室見学

４K 大型立体視スクリーンによるシミュレーション映像体験

会議風景・統計数理研究所内 施設見学風景
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開会・所長挨拶・出席者紹介

 1 

【開会】 
○ 司会 

時間前でございますが全員お揃いのようですので、第 2 回 NOE 形成事業顧問会議を開催

させていただきたいと思います。 
まず、顧問の先生方におかれましては、本日は雨の中ご足労いただきましてどうもあり

がとうございます。私、本日司会を務めさせていただきます、NOE 推進室長の伊藤でござ

います。よろしくお願いいたします。 
本日の顧問会議におきましては,  いただいたご意見を今後の事業運営の参考にさせてい

ただきたいと思っております。報告集の作成を予定しています。録音あるいは記録写真を

撮らせていただくことをご了承いただきたいと思います。よろしくお願いいたします。 
まず、議事進行に先立ちまして、樋口所長からあいさつがございます。よろしくお願い

いたします。 
 

【所長あいさつ】 
○ 樋口所長 

統計数理研究所の所長を務めております樋口です。私は、ちょうど震災直後の 2011
年度から所長を拝命いたしまして、4 年間務めてまいりました。再任されまして、今年

が（所長任期）第二期の 1 年目、5 年目になります。きょうは顧問の先生方には、天気

があいにくのところですが、足元の悪い中ご出席いただきまして本当にありがとうござ

います。3 年前に開催した前回の顧問会議でも、有意義で貴重なご意見・アドバイスを

たくさんいただきました。私どもは、この顧問会議は非常に大切な会議だと考えており

ます。したがいまして、本来ならばオープンハウスと同時におこなうのではなくて、別

途おこなうべきではないかと思いますけれども、オープンハウスは年に 1 回の当研究所

で一番大きなイベントですので、ぜひ先生方にここにいるメンバー以外の当研究所の研

究者のいろいろな活動等々も少し見ていただければという期待感も含めて、きょう開催

させていただくことにしました。このオープンハウスでは大学院の説明会も同時におこ

なっていますので、きょうこの会議に出席しているセンター長あるいは副センター長も、

そちらへの出入りがあるかと思いますが、その点はご容赦いただければと思います。 
 
また、先ほど伊藤から本会議の趣旨説明がありましたけれども、この会議はこれまで

おこなってきたことを評価の観点から○とか×とか△とかをつけるということではな

くて、先生方に私どもの活動を知っていただきたい、あるいは先生方の非常に豊富なご

経験から「こういうふうにしていったらもっといいのではないか」あるいは「こういう

テーマはもっとスリム化して、ある意味ばっさりとやめた方がいいのではないか」等の

厳しいご意見も含めていろいろアドバイスいただき、今後の活動に役立てたいと思って

います。きょうは限られた時間ですが、どうぞよろしくお願いいたします。 
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 2 

【出席者紹介】 
○ 司会 

それでは本日ご出席の顧問の先生方をこちらからご紹介させていただきたいと思い

ます。まず、東京工業大学名誉教授でいらっしゃいます今田高俊先生でございます。よ

ろしくお願いいたします。 
 
○ 今田顧問 

よろしくお願いします。 
 
○ 司会 

神戸大学計算科学教育センター特命教授でいらっしゃいます小柳義夫先生でござい

ます。 
 
○ 小柳顧問 

よろしくお願いします。 
 
○ 司会 

Toyota Technological Institute at Chicago の学長でいらっしゃいます古井貞熙先生

でございます。 
 
○ 古井顧問 

古井、貞熙（さだおき）といいます。よろしくお願いいたします。 
 
○ 司会 

続きまして、日本銀行金融研究所所長でいらっしゃいます渡邉賢一郎先生でございま

す。 
 
○ 渡邉顧問 

よろしくお願いします。 
 
○ 司会 

よろしくお願いいたします。 
続きまして、統計数理研究所側の出席者につきましては自己紹介を簡単にさせていた

だきます。まず、山下リスク解析戦略研究センター長の方からお願いいたします。 
 
○ 山下リスク解析戦略研究センター長 

リスク解析戦略研究センターの山下智志と申します。本日はどうもありがとうござい

ます。よろしくお願いいたします。 
 

開会・所長挨拶・出席者紹介
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 3 

○ 吉野調査科学研究センター長 
調査科学研究センターの吉野と申します。よろしくお願いいたします。 

 
○ 丸山サービス科学研究センター長 

サービス科学研究センターの丸山でございます。よろしくお願いいたします。 
 
○ 福水統計的機械学習研究センター長 

統計的機械学習研究センターの福水健次と申します。よろしくお願いいたします。 
 
○ 黒木リスク解析戦略研究センター副センター長 

リスク解析戦略研究センター副センター長の黒木といいます。よろしくお願いいたし

ます。 
 
○ 中村調査科学研究センター教授 

調査科学研究センターの中村と申します。よろしくお願いします。 
 
○ 松井統計的機械学習研究センター副センター長 

統計的機械学習研究センターの松井と申します。よろしくお願いいたします。 
 
○ 田村データ同化研究開発センター副センター長 

データ同化研究開発センター副センター長で副所長の田村と申します。よろしくお願

いいたします。 
 
○ 司会 

以上でございます。 
先ほど所長の方からございましたけれども、本日オープンハウスの関係で中座あるい

は途中退席をさせていただく者がございますことを、どうかご了承ください。また、で

きる限り議事次第にございます時間どおりに進行させていただきたいと思っています

ので、よろしくお願いいたします。 
それでは、NOE 形成事業および各 NOE 活動の紹介に移らせていただきます。 

開会・所長挨拶・出席者紹介
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ISM and Network Of Excellence

統計数理研究所と
NOE形成事業の紹介

統計数理研究所

所長　樋口  知之

第２回 統計数理研究所  NOE形成事業 顧問会議
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統計数理研究所とNOE形成事業の紹介：資料
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統計数理研究所とNOE形成事業の紹介：資料
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統計数理研究所とNOE形成事業の紹介：資料
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統計数理研究所とNOE形成事業の紹介：資料
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統計数理研究所とNOE形成事業の紹介：資料
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統計数理研究所とNOE形成事業の紹介：資料
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統計数理研究所とNOE形成事業の紹介：資料
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統計数理研究所とNOE形成事業の紹介：資料
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統計数理研究所とNOE形成事業の紹介：資料
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統計数理研究所とNOE形成事業の紹介：資料
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【統計数理研究所および NOE 形成事業の紹介】  
○ 司会 

まず、統計数理研究所および NOE 形成事業全体について、所長からご紹介申し上げ

ます。 
 
○ 樋口所長 

立って説明させていただきます。10 分ほどですけれども、ごく簡単に統計数理研究

所の概要と NOE 形成事業の説明をさせていただきたいと思います。お手元にハンドア

ウトがあると思いますが、ハンドアウトを見ていただいても、あるいは正面を見ていた

だいても、どちらでもけっこうです。よろしくお願いいたします。 
 
先ほど申し上げましたように、私は今年度から所長として第二期 1 年目を務めており

ます。第一期の 4 年間のあと、第二期目ということもありまして、やはり次の執行部等

も考えていかなければならないことから、副所長等執行部をほぼ一新しました【スライ

ド２】。伊藤が研究企画担当の副所長です。金藤は広報等を担当する副所長で、きょう

のオープンハウスの実行責任者として活躍しています。あと、田村が総務担当の副所長

です。ベテランですので、評価・人事その他総務を担当してもらっています。研究主幹、

NOE 型研究センター長は、きょうずらりと並んでいますが、このように一新しました。 
 
統計数理研究所は、この図【スライド３】の右側の方にありますが、1944 年に設立さ

れました。もちろん私は同時体験しているわけではありませんが、非常に長い歴史があ

ります。左上にありますのはそれまでのアメリカ、あるいは欧米における統計学のいろ

いろな歴史です。アメリカ統計学会というのはアメリカの数あるソサエティの中でも 2
番目にできたソサエティです。アメリカにおいては特に諸科学の分野で統計学の占める

位置は非常に大きいということがわかります。 
 
統計数理研究所の研究活動は設立から 71 年になりますが、大きく 3 つに時代を分類

できます【スライド４】。設立当初は文部省直轄の国立研究所でしたが、1985 年に大学

共同利用機関化されました。ここまでが一期目です。大学共同利用機関というのは、ス

テークホルダーとしては大学の先生方、大学院生等になり、非常に開かれた、公平で公

正でオープンな運営をしていく機関です。 
 
二期目は、2004 年、国立大学の法人化とともに大学共同利用機関は 4 つの大学共同

利用機関法人のどれかに属するということになりました。本研究所は情報・システム研

究機構に属します。同じ機構に属すほかの 3 研究所は国立情報学研究所、国立遺伝学研

究所、国立極地研究所になります。国立極地研究所とはこの建物をシェアしています。

これら 4 つの研究所で情報・システム研究機構を構成しています。ここまでが第二期で

す。三期目は法人化以降ということになります。二期目での一番大きなイベントとしま

しては、1988 年に日本で初めての大学院大学として総合研究大学院大学が設立されま
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したが、当初から統計数理研究所は統計科学専攻の基盤機関として参画してきていると

いうことです。残念ながら日本においてはそれより前も後も、いわゆる統計の専攻ある

いは学科というのは本研究所が基盤機関となる総研大の統計科学専攻にしか設置され

ていません。アメリカでは、さまざまなソサエティの中で 2 番目の歴史を誇るアメリカ

統計学会は会員が約 1 万 8,000 人いらっしゃいますけれども、日本統計学会は 1,500 人

ほどです。現代のデータサイエンス、ビッグデータの時代に、この規模の違いはかなり

深刻に考えないといけないのではないかと思っています。 
 
所在地の変遷【スライド５】、これまで統計数理研究所がどこにあったかということで

すが、先生方も覚えていらっしゃるかと思いますが、以前は南麻布、広尾にありました。

移転後の跡地は港区が買い上げまして、お子さまとご老人の方々をケアする施設になっ

ています。第三期は立川に移っています。立川は著しく成長している都市で、大きな商

業施設もここ数年で増え、間違いなく多摩地区の中核になる都市です。私どもも一緒に

成長していきたいと思っております。 
 
さて、統計数理研究所は、このあとご紹介いたしますが、大規模施設としてはスーパー

コンピュータしかありません。ほかの大学共同利用機関――たとえば多摩地区にありま

す三鷹の国立天文台は大規模な望遠鏡を持っていらっしゃいますし、高エネルギー加速

器研究機構、あるいは核融合科学研究所、皆さん大きな施設を持っています。それに対

して本研究所の誇るべき施設は、私は、ここにいる人材だと思っています。私たちはこ

の誇るべき人材を、全国の先生方大学生に使っていただいて、アウトプット等データに

基づく意思決定ができる人材を育てる【スライド６】ということを大きなモットーにし

ております。 
 
第 2 期中期目標・中期計画期間は今年度が最終年度です【スライド７】が、本研究所

は 4 つのことを掲げました。研究の目的として、中期計画には「大規模・大量データを

活用する研究をしていく」と書きました。これは今のビッグデータの時代を 7～8 年前

に先読みした、大胆な提案だったのではないかと思います。2 番目、3 番目が事業でし

て、今からご説明します NOE 形成事業、もう 1 つは統計思考力育成事業です。この 2
つが本研究所の大きな事業です。 

 
あと、施設としてスーパーコンピュータがあります。日本においては高い性能を持っ

たスーパーコンピュータは、一元的にいろいろな方々が使えるようなシステムとして

HPCI （High Performance Computing Infrastructure）に集約されていますが、大学

共同利用機関としましては初めて統計数理研究所が HPCI に参画して資源を提供して

いるということが特筆事項として申し上げられます。もちろん NII、国立情報学研究所

が認証サービスで HPCI に参加していますが、計算資源として大学共同利用機関が提供

するのは統計数理研究所が初めてです。 
 
本研究所の組織はこのように【スライド９】、横軸に基幹研究系と縦軸に NOE 型研究
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組織等を配するストラクチャーになっています。このように二軸体制をとっています。

この体制は私たちが科学において直面するいろいろな課題の解決に、重要な示唆を与え

るものだと思います。横軸が方法論の研究で、常勤の研究教育職員が約 45 名いますが、

この基幹研究系のどれか 1 つに属しています。やはり統計数理というのはいろいろ具体

的な課題解決に資することが可能ですし、実際に産業界あるいはいろいろな諸科学から

強い要請がありますので、それに応えるかたちで縦軸にセンターを設けています。この

センター群がある意味 NOE 形成事業の基点になるものです。 
 
この二軸体制、縦と横の関係は、しばらく前に、計算機科学、計算を横軸とし縦はい

ろいろなドメインとするのがよいのではないかと、ご高名な先生からのご助言をいただ

いたのをきっかけに、このようにしました。現代において直面する問題の課題解決には

この縦と横という二軸が非常に重要ではないかと思っています。 
 
NOE 形成事業【スライド 】では、いろいろな分野のネットワークをつくっています。

統計数理は、さまざまな分野にかかわることができるんですが、本研究所は非常に小さ

な研究所で、規模の問題もあることから、特にこのリスク科学、次世代シミュレーショ

ン、調査科学、統計的機械学習、そしてサービス科学という 5 つのドメインに注力して

やっています。各 NOE については、このあと 1 つずつ説明をしていきます。これらの

5 つの領域のネットワークをつくるということで 5 つのセンターを設置しています。そ

の運営体制【スライド 】はこのようになっています。NOE 形成事業運営委員会で方針

を決め、推進室は諸事のコーディネートをし、また、顧問会議を 2～3 年に 1 回開かせ

ていただいて、顧問の先生方にアドバイスをいただくという体制にしています。 
 
数年前になりますが、前回の顧問会議では、このような報告書をつくりました。結構

ボリュームのある報告書になっています。振り返りますと、本当に多くの貴重なアドバ

イスをいただいたと今も思っています。 
 
この NOE 形成事業でどれぐらい目に見える活動があったかというのは、MOU 締結

数がひとつのエビデンスになると思います【スライド 】。この紫色で書いてあるのが、

この NOE 形成事業を推進するために結んだ、国内における MOU の数です。NOE 形

成事業を始めて 5～6 年になりますが、国内の 15 機関と MOU を結びました。特に海外

は目覚ましいエビデンスがあると思います【スライド 】。欧米諸国では、きょう古井先

生がご出席くださっていますが、古井先生の学校（Toyota Technological Institute at 
Chicago）とも MOU を締結させていただきました。このようにアジアの諸国も含めて

非常にたくさんの国々の重要な研究機関あるいは大学とMOUを締結させていただきま

した。それにしたがい、国際交流も大変活発化しています【スライド 】。特にこのビッ

グデータの時代になりまして、イギリスの研究機関からも強いラブコールがあり、UCL
（University College London）、インペリアルカレッジロンドン等々たくさんのイギリ

スの先端的な機関、あるいはヨーロッパの機関、あるいはアジアの機関と連携し、いろ

いろな活動をしています。特に、リスク解析戦略研究センターの方では、森林資源の管
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理が非常に問題になっている ASEAN 諸国の方々【スライド 】を呼んでこちらからい

ろいろなアウトリーチ活動をしたり、こちらから訪問をしたりという交流も活発化して

います。 
 
あと、本研究所で唯一の施設と言えますスーパーコンピュータ【スライド 】ですけ

れども、3 つのシステムを用意しています。正確に言えばクラウドは規格から言うとスー

パーコンピュータではないんですが、日本で言うスーパーコンピュータに近い性能を持

っています。たとえばこちらのクラウドですが、初心者は、技術の向上とともにストラ

クチャーの違うスーパーコンピュータの中から使い勝手のいい、使いやすいものを使用

します。あるいは、各々使いやすいメイン・コミュニティは違いますので、このような

体制でスーパーコンピュータをサービスしています。こちらもあとでご紹介します。 
 
それから、きょうのメインではありませんが、統計思考院【スライド 】について、

ざっくりと説明いたします。統計思考力を育むために統計思考院を設けており、さまざ

まな人材育成に関するプログラムを実施しています。また、最近は海外とのいろいろな

交流が活発化していて、都心から立川という少し離れた郊外に移ってきたこともあり、

赤池ゲストハウスという宿泊施設【スライド 】を機構独自の予算でつくりました。最

近は夏休みに、特に今まではあまり来日されなかったような、非常に有名な先生もいら

っしゃいます。現在、利用率が 8 割を超えていて、宿泊施設があることの効果が上がっ

ているため、機構の方にもお願いしたところ、拡張工事を認めていただきまして、これ

も機構独自の予算で今、拡張工事をしています。統計数理にかかわる唯一の研究機関、

拠点ということで、もちろん図書などにも力を入れています【スライド 】。 
 
第 3 期中期目標・中期計画期間が来年度から始まりますが、私は職員と議論して 3 つ

のこと【スライド 】を訴えることにしました。1 つは共同利用、共同研究機能の強化

です。統計数理というのは常に時代を先取りして、小さいけれども効果的なものをやっ

ていく。そのために共同利用、共同研究機能を強化します。2 つめは、統計思考力育成

事業を拡大することです。今は産業界、あるいは諸科学からの要求として、もう少しシ

ステマティックにデータサイエンスを教育してほしい、あるいは、各々が持っている課

題に関してもう少しスタートアップをスムーズにできないか、そのような問い合わせが

多くよせられています。それらに応えるため、このあたりをうまくできないかと思って

います。3 つめが統計数理のグローバル化です。これはお話ししたように国際交流活動

が非常に活発化していますので、この 3 つをおこなっていきたいと思っています。 
 
最後に予算の話をさせていただきます。本研究所の予算はどんどん減っていて、現在

の予算は 16 億円ということです。ほぼ 100％が運営費交付金で、国からいただいてい

ます。もちろん、外部資金で科研費や JST（科学技術振興機構）のものや産業界との協

業等は非常に増えていますが、運営費交付金が 16 億円です。ただ、人件費率が非常に

高くて、人件費として 7 億円ほどかかっています。一方、この NOE 形成事業の経費は

1 億 3,000 万～1 億 5,000 万円で、統計数理研究所の運営交付金によって研究活動をお
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こなっています。本研究所は常時 100～120 人ほどの方々がこの建物で働いておりまし

て【スライド 】、非常勤の方等々を入れると 170～180 人の規模で研究活動をおこなっ

ています。

 
以上が統計研究所の活動と NOE 形成事業の紹介です。 

 
○ 司会 

ただ今の説明に関してご意見ご質問等がありましたらよろしくお願いします。渡邉先

生、お願いします。 
 
○ 渡邉顧問 

今お話にあった国際交流の活発化は非常に良いことだと思います。実は、きょうたま

たま午前中に統数研で招へいされた金融リスク分析の専門家の方に日本銀行でセミナー

をやっていただきました。私ども日本銀行にとっても大変有益でしたし、たぶん海外か

ら来られる先生も、幅広く日本の機関と交流を持つことで何がしかのプラスになること

があると思います。今後ともぜひそういうかたちの連携をよろしくお願いしたいと思い

ます。 
 
○ 樋口所長 

今、ご指摘がありましたように、統数研は、国内で唯一の統計数理の拠点であるとい

うこと、あと、最近は夏休みに非常に有名な先生方が来られているということもあり、

地方の先生方、あるいは地方の大学では単独でなかなかお呼びし難いような先生も、一

旦、統数研に来ていただいて、統数研からの部分的な出張なら大学で受け入れられる等

というケースもたくさん増えてきております。それらの一環として都内のいろいろな所

にも、統数研を拠点として先生方がいらっしゃるというようなことがこれから増えてい

くのではないかと思っています。 
 
○ 司会 

ほかにご質問等はございますか。古井先生、お願いします。 
 
○ 古井顧問 

海外からいろいろ呼ばれるのももちろん結構で、たぶんすでに十分やっておられると

思いますが、せっかく若くて優秀な方もたくさんおられるので、ぜひとも海外にどんど

んそのような方を出していただいて海外で研究する、そのようなことを推奨していただ

ければと思います。 
 
○ 樋口所長 

特に統計的機械学習研究センターでは外国の方もたくさん受け入れておりますし、若

い研究者もどんどん外へ行くということです。これは全国的な傾向だと思うのですが、

最近の若い人は残念ながら、長期に海外で勉強したいというモチベーションが少ないよ
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うな気がします。私も海外で 2 年半ほど研究したのですが、やはりスタートアップが面

倒くさいという点があります。しかし、得られるところも多いので、そういうところを

含めていろいろ元気づけていきたいと思います。 
 
○ 古井顧問 

そうですね。ぜひ。ここには十分にご経験の方が多いとは思いますけれども、やはり

海外で半年でも1年でも2年でも腰をすえて研究するということが非常に大きいと思い

ます。私どものところにも、ぜひお越しいただきたいと思っていますので、よろしくお

願いします。 
 
○ 樋口所長 

いろいろたくさんお話ししたいこともあるのですが、データサイエンスの重要性とと

もに、今はアジア諸外国、欧米にはデータサイエンスに関する研究所やセンターがどん

どんできつつあります。たとえば、インペリアルカレッジロンドンのデータサイエンス

研究所の所長さんは富士通からいろいろお世話になったとおっしゃっていましたが、そ

のようなジェネレーションの先生方のお話によると、やはり今は、「分野横断的なもの

というのはデータサイエンスに関わるところではないか」ということでした。昨年、私

ども、インペリアルカレッジのデータサイエンス研究所を訪問させていただきました。

統数研と非常に似たところがあります。また、台湾のアカデミアシニカには、コンパク

トですけれども、統計科学研究所があります。インドにも研究所があるのですが、統数

研がやってきた活動に似た研究所が世界的にいろいろ増えてきているので、むしろ今は

シームレスに若い方が行けるチャンスがどんどん増えてきているのではないかと思っ

ています。 
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【リスク科学 NOE 活動紹介および討論】 
○ 司会 

それではスケジュールどおりの時間に戻ってきましたので、ここから各 NOE の活動

紹介に移らせていただきたいと思います。最初はリスク科学 NOE の活動紹介です。山

下センター長、よろしくお願いします。 
 
○ 山下リスク解析戦略研究センター長 

リスク科学 NOE についてリスク解析戦略研究センター長の山下が説明します。よろ

しくお願いします。 
 
まずリスク科学 NOE の概要【スライド２】として 2 点の確認していただきたい点があ

ります。リスク科学 NOE、いわゆるネットワーク形成という意味と、リスク科学自体

を発展させるという 2 つの意味を持っていると私は考えています。そこで、リスク科学

を発展させるという意味では、所内にリスク解析戦略研究センターというセンターを設

けまして、そこで研究者の活動をしています。外部に対してはリスク研究ネットワーク

という任意団体、この団体がネットワークを形成して組織間の交流を深めている、この

2 つの点が我々の NOE の活動内容です。本日は時間の関係もありますので、センター

の方を中心に解説させていただきます。リスク解析戦略研究センターという呼称は長い

ので、これ以降はリスクセンターと簡単に呼ばせていただきます。 
 
まず人員【スライド３】を紹介させていただきます。統計数理研究所の中のセンター

では一番人数が多い所です。常勤教員で職員が 17 名、期間雇用の教員の方が 9 名、客

員教員の方々が大体 40～50 名の範囲で推移しています。 
 
まずは対外的な関係【スライド４】です。いろいろな機関と連携協定を結ぶというこ

とをしています。リスクセンターの特徴としては、個別に結んでいる連携協定とリスク

研究ネットワークを通じて連携している組織という 2 つの形態がある点が挙げられま

す。個別に結んでいる所はこの表にあるように、リスク研究ネットワークにおいてはリ

スクに関心がある国内の 44 機関と連携しています。 
 
さて、リスクセンターが発足して今年で 10 年になります。10 年の間に地震が起こっ

たり、環境の変化、もしくは経済危機等が起こったりしましたので、リスクに対する要

望がかなり遷移しています。それに合わせてわれわれの組織も、もともと 3 つのグルー

プから始めたのですが、社会の要請に合わせてグループを変遷【スライド５】させてい

っております。現在は 7 つのプロジェクトが走っているという状態です。その 7 つのプ

ロジェクトの役割【スライド６】なのですが、大きく分けて 2 つの形態があります。1 つ

は分野共通に必要なリスク科学です。具体的に言うと、1 つはデータ基盤の話です。リ

スクを分析するには、そのために質の高いデータが整っていなければなりません。その

ような発想のもと、データのつくり方、その維持・管理、もしくは秘匿性の保持につい
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て考えるデータプロジェクトと、リスクに関する数学的なテクニックについて研究する

リスク数理プロジェクトというものがあります。 
 
それに対して、いわゆる応用領域分野というものを 5 つ想定しています。現在、医薬・

健康、環境、資源、金融、地震、この 5 つの応用分野を想定して、その基礎分野と応用

分野の連携によって高度な研究ができるようにということで組織運営をしています。 
ここから先は各プロジェクトの個別研究の紹介ということになりますが、7 つもあり

ますので平板的になると思います。ただ、要点としては 3 つあります。1 つは先ほど申

しましたデータの話です。データをつくるところから頑張っているところが 1 つです。

もう 1 つはレアイベントに対する対応です。3 つめは時空間というのがキーワードになっ

ています。 
 
まず 1 つめ 【スライド７】、データ中心リスク科学基盤整備プロジェクトということ

で、これはリスク分析のためのデータを整えるということです。特に今注目していただ

きたいプロジェクトとしては、公的データのオンサイト分析拠点です。これは統計法が

制定されまして、政府が集めている統計データというものが、目的外使用というかたち

で研究に使えるようになります。ただ、使うための条件等がかなり厳しいので、それを

統数研が代表して突破して、他の大学の先生方が研究に使えるようなデータ拠点を形成

するというプロジェクトを推進しています。 
 
2 つめ、リスク基盤数理です。これは数学の話です。リスクに関する数学というのは

大変に幅が広いのですが、われわれが特に力を入れている分野というのは極値統計学の

話です。非常にまれに起こる極端な事象の研究が不可欠というように書いていますが、

もう少し違う言い方をすると、今まで 1 回も起こったことのないリスクに対しても、あ

る程度のリスク評価ができるというところがキーになっています。もしくは、1 回しか

起こっていない。そういうものから生起確率を導くために必要な統計的技術というよう

に考えていただければと思います。 
 
3 つめ【スライド８】、これは一番人数が多い所なので大きな図になっています。医療・

健康科学プロジェクトです。医療・健康科学プロジェクトの特徴としては、データベー

スをつくるというところからスタートします。ここに予測マーカー開発という言葉が書

かれていますが、できるだけ質の良いデータを得るためには、どういう観察をすれば良

いかというところからスタートして、そしてデータ管理、モデルづくり、社会実装とい

うところまで一環して医療プロジェクトを見るというところが特徴です。内容としては、

食品、自殺、メンタルヘルス、そのようなものに対しても特化して研究しているという

状況です。 
 
4 つめ【スライド９】は環境です。環境についても外部の組織と連携しながら、環境デー

タの分析を推進しています。特にわれわれの強みとしては、時空間モデルというところ

があります。これは東京湾の 3 次元の図を示していますが、空間としての 3 次元プラス
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時間変化していくというかたちで 4 次元のモデルをつくる技術を有するところが、われ

われの強みです。 
 
5 番目、資源管理リスク分析ということで、特に森林の資源というものに注目しなが

らおこなっています。これについても、たとえば斜面の状態と森林の発育状態の関係と

か、そのような 3 次元的なものに対して注目しています。この下に挙げている図は、空

撮によって木を 3 次元にトレースし、そのようなところから木の成長率のようなものを

マクロに捉える、そのようなかたちのデータベースづくりまで取り組んでいるというこ

とです。 
 
6 つめ【スライド 】は金融リスクです。ここで紹介している研究はデータベースづ

くりの話です。企業の倒産を分析する信用リスクの研究について、一般的に信用リスク

のデータベースというのは倒産確率、デフォルト確率を当てるデータベースが基本です

が、統数研においては、デフォルトデータ以外にもデフォルトした後にどれぐらい取り

返せたか、回収率と言いますけれども、その回収率データに加えて、担保や信用保証な

どの他ではない情報までを銀行から直接いただきまして、より正確な信用リスク計測と

いうものを可能にするように現在、データベースづくりに加え、モデリングに取り組ん

でいます。 
 
最後は地震予測です。地震予測については現在すでに時空間 ETAS モデルというもの

をリリースしています。これはリアルタイムということと、3 次元プラス時間というも

のと地震確率予測というものが特徴です。アイデアの源泉を言いますと、数は多いけれ

ども小さい地震のデータから巨大地震の発生確率を予測するものを、3 次元プラス時間

という軸で予測するというかたちになっています。 
 
特徴を述べさせていただきましたが、このような研究がそれぞれ存在するだけではな

くて、うまく融合することによって新しい知見が生まれるということの 1 つの例を示し

たいと思います。これ【スライド 】は医療プロジェクトと金融プロジェクトが合同で

おこなっている研究です。データの欠損値補完の話です。なぜ医療と金融が一緒にやる

のかと言いますと、問題として似ているという話です。医療分野でやっている研究が、

病院が所有する臨床関係の秘匿性の高いデータベースを基に分析しています。それに対

して金融、私がやっているものというのは銀行が所有する企業の財務データ、当然これ

は秘匿性の高いデータベースで取り扱っています。医療分野では治癒するかしないか、

その結果とその要因を、パネルデータを基に予測します。金融分野では倒産するかしな

いか、その結果を、パネル情報を基に分析します。データには欠損値、異常値、観測時

期、そのようなものが存在します。それについては医療データも金融データも同じです。

最後には、治癒するかしないかという判別に対するモデルをつくらなければいけなくて、

金融についても倒産に関する判別モデルをつくらなければならないということで、問題

の構造もほとんど一緒です。医療分野の人と金融分野の人が合同で何かするということ

がこれまではありませんでした。問題は一緒であるのに、実際に使われている統計モデ
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ルのスキルというものは、かなりの固有文化が存在していて、特にデータの欠損値補完

等では医療分野の方が若干先進的な方法で欠損を埋めています。逆に、時系列的な分析

については金融分野の方が若干先進的な方法でおこなわれています。現在、医療で使わ

れている欠損値補完の手法というものを金融分野に適用して、推計制度を高めるという

実験を繰り返しやっているところです。こういったようにみんなが集まることによって、

研究を高度化するということについて徐々に成果が上がっていっているというように

認識しています。 
 
あとは活動の内容【スライド 】です。シンポジウムを開催、交流をおこなうことで

すけれども、実際に参加した人数を見ていただくと、それが形骸化していない、しっかり

実働しているということを数字で示したかったところです。あと、お金の話ですけれど

も【スライド 】、運営交付金だけで運用するのではなくて、成果が上がるのであれば、

その成果に対する予算が獲れてくるはずだ、このような概念のもとに外部資金の獲得を

毎年心がけています。 
 
最後に今後の展望【スライド 】です。今年はセンター設立 10 周年ということで、10

周年記念行事というものをいくつかおこなっています。今月はコピュラ、多次元のリス

クについて国際シンポジウムを開きます。これについては日本銀行さんに多大な協力を

いただき、ありがとうございます。他にもいくつかシンポジウムを企画しています。今

後はできるだけ社会実装、単に研究に終わるのではなくて、論文に書いたということで

終わるのではなくて、最終的に社会で使われるシステムをつくるところまでわれわれは

おこなう、そのような覚悟の下に研究活動を進めていきたいと考えています。以上です。

よろしくお願いします。 
 

○ 司会 
それでは、ただ今のリスク科学 NOE の活動紹介についてご質問等をお願いします。

小柳先生お願いします。 
 
○ 小柳顧問 

応用領域では先ほどお話しいただいたように、4 次元というのか特に時間的要素が特

に重要だということを指摘されていますが、共通基盤の中に時間軸的な要素をもう少し

強調するというか挙げても良いのではないかというのが、まあ、素人としての考えで、

その時間軸に対する方法論みたいなものを何か共通に議論できれば、少し面白い発展に

なるのではないかと、単なる思い付きですが、感想としてあります。 
 
○ 山下リスク解析戦略研究センター長 

ここでは時系列的なものを挙げていませんが、たとえば、確率プロセスが得意な先生

にもリスク基盤の方に入っていただいています。あと、ファイナンスの方に入っていま

すけれども、時系列の専門家もいますので、一応、時系列的な研究についてもバックアッ

プ体制はできていると自負しているところです。 
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○ 司会 
今田先生、お願いします。 

 
○ 今田顧問 

どうもありがとうございました。リスクに関していろんな側面からアプローチされて

いるというのは非常に意義深いというか、21 世紀ではリスク社会への対応というのが

とても重要になると思います。少しだけ意見を申し上げさせていただきます。いろいろ

リスクの問題を扱われていて、統数研のリスクセンターの一番の売り、「これ」という

のはどういうふうに考えると良いのでしょうか。「あ、統数研にリスク解析の拠点があ

るよ」というイメージづくりをするために何か工夫があると良いなという感じがします。 
最後に応用分野間の話、研究例があって、これは健康の問題と経済、金融ですね。人

間の一番基礎である、健康でかつ経済的に安定して、その上に家族やコミュニティ生活

等々、レジャー活動もそうなのですが、そのような構造があると考えられるのですけれ

ども、社会調査その他で安定した何かそういう構造の特徴的なものを扱うというか、そ

のようなものがあると良いなというのが 1 つです。それから、これだけリスクを包括的

に扱おうという意欲があれば、かつて環境アセスメント指標みたいなものが作成されま

したが、今後、環境アセスメントも包含したかたちでリスクアセスメント指標みたいな

ものを作成できれば（そこまで広げるのは大変かもしれませんけれども）良いなという

感じで聞かせていただきました。 
 

○ 山下リスク解析戦略研究センター長 
統数研の売りとして何があるのか、統数研唯一のものとしてどういうものが考えられ

るかということですが、これだけリスクに関するメンバーが扱っている所というのは他

にないと思います。一応、基礎的なものから応用的なものまでぜんぶ含まれています。

そのような人たちが集まっていると何ができるかというと、体系づくりだと思います。

リスク学という言葉自体はすでに存在しているかもしれませんが、それは正直に言って

体系立てられたものではないと思っています。ただ、「リスクが分かっている」と、「リ

スク分析を私はできる」というように言うためには一体なにが必要か？それはどういう

順番で学んでいったらできるのか？そのようなものをリスク学として形成するという

ものがわれわれの最終的な目標であると思っていますし、それに対する準備も進めてい

るつもりです。そういうリスク指標づくり、社会に対するリスク指標づくりというのは

大変に重要だと思っています。 
 
指標づくりに加えてもう 1 つは、リスクというのは物ではないので、あくまで社会に

出すときには規制であったり法律であったり、そのようなもので反映していかなければ

ならないものだと思っています。私個人の経験で言いますと、10 年近く金融庁で併任

として仕事をさせていただきました。何らかの法令に落とし込むという部分を目標とし

てやらなければ、やはり研究成果が途中で消えてしまう恐れがあるということを、重々

認識しながらやっていかなければいけないと考えています。どうもありがとうございます。 
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○ 司会 
どうもありがとうございました。渡邉先生、お願いします。 

 
○ 渡邉顧問 

専門分野上、金融に傾斜する話になってしまいますが、政策的な観点から言うと、金

融というものはリスクをいろいろな経済主体間でシェアするツールとしての役割が期

待されています。今はそれがうまくワークしていない、たとえば債権者と債務者、高齢

者と若年層、あるいは、国家間においてもそうですけれども、そういうリスクシェアリ

ングの仕組みがうまく行ってない状況がいろいろな危機の原因、経済の停滞につながっ

ているという面が結構あると思います。 
 
たとえば、今はギリシャ問題というものが話題になっていますが、もしギリシャ政府

が、自国の GDP 成長率と利払いがリンクするような債券で資金を調達していれば、こ

のような深刻な事態は招来しなかったかもしれません。リスクを精緻に分析してリスク

プロファイルを明らかにするということで留まるのではなくて、さらにその先、社会的

に望ましいリスクシェアリングを促すようなイノベーションへの貢献、あるいは、そう

いうリスクシェアリングを阻害しているような制度の硬直性を除去していくところま

で進んでいくと政策提言につながっていくと思いますので、少し大きな話になりますが、

そのような視点も持ちながら研究を進めていただければと思います。 
 

○ 山下リスク解析戦略研究センター長 
リスクシェアについては大変重要な問題であると認識しております。世の中ではどう

してもリスクをオフしたがる、そこが一般的な行動だと思いますが、実際その法律等を

しっかり整備していれば、リスクシェアすることによって何らかのベネフィットが得ら

れるということは起こると思います。そのリスクをとるかとらないかというのは、意思

決定問題というように考えています。意思決定問題についてはリスクセンターだけでは

なくて、研究所全体の課題だと思っています。次期、中期目標・中期計画に反映するよ

うなかたちで全所的に対応していく、そのようなことがわれわれの方針です。 
 
○ 樋口所長 

今の渡邉先生のご指摘、ご意見は非常にうれしく思っています。と言いますのも、来

年度から第 3 期中期目標・中期計画期間が始まります。第 2 期中期目標・中期計画期間

はビッグデータを活用して、予測と発見、そこに注力しました。第 3 期は、それらに基

づいて、意思決定に関する研究や社会還元、どうやって知を社会還元していくかという

ところに注力して進めていきたいと思っていて、ちょうどまさに今議論して、それをやっ

ていこうということにまとめつつありますので、大変うれしいご意見だと思います。頑

張っていきたいと思います。 
 
○ 司会 

どうもありがとうございました。 
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【調査科学 NOE 活動紹介および討論】 
○ 司会 

それでは次の、調査科学 NOE の活動紹介に移らせていただきます。せっかくの貴重

なご意見をいただける機会なので、説明の方をなるべく濃くしていただけると良いと思

います。吉野調査科学研究センター長から説明をいたします。 
 
○ 吉野調査科学研究センター長 

調査科学 NOE の概要【スライド２】に関して吉野から説明いたします。 
 
統計数理研究所は皆さんご承知のとおりだと思いますが、戦前に数理統計という机上

の論理に反発し、社会の課題に対して統計的にアプローチするという「統計数理」とい

う概念を関係者がつくり上げ、それを具現化するために統計数理研究所ができました。

当時は戦略研究、今で言うところのオペレーションリサーチをやっていたのですけれど

も、戦後になって新たに戦後日本の民主主義を確立して発展させるための統計的機関と

して、世論調査の統計科学的な方法論を確立し、あるいは、政府統計のシステムを整え

る、そういう使命を帯びてずっとやってきました。特に調査に限って言いますと、いろ

いろな調査がおこなわれていたのですが、今日まで「日本人の国民性調査」というもの

が 1953（昭和 28）年から 5 年ごとにずっと続いて、60 年以上にわたって続けられてい

ます。その後、アメリカのジェネラルソーシャルサーベイ（General Social Survey）や、

ヨーロッパのユーロバロメーター（Eurobarometer Surveys）など、「日本人の国民性

調査」を模して、各国で同じように時系列的な全国調査がおこなわれています。その意

味では戦後の早い時期から日本がつくり上げた独創の調査でございました。 
 
調査はその後、1971 年ごろから日本人をさらに深く分析する、あるいは理解するた

めに、国際規格の枠組みの中で日本人の国民性、あるいは各国の国民性比較というもの

がおこなわれています。この調査科学 NOE は、その流れを受けたグループの仕事です。

調査研究のさらなる発展と、調査科学 NOE を通じた国内外関連諸機関との連携および

社会的貢献を促進するために創成されました。 
 
かなり大きな調査研究をやっていますので、外から見ると毎回の調査は所員が全員で

やっているのかと思われる場合もあるのですが、実際には少数の人間で賄っていますの

で、プロジェクト制にして日本人の国民性調査、国民性の国際比較プロジェクト調査そ

の他、いくつか調査プロジェクトが並びますけれども、メンバーは少ないので、各メン

バーがそれぞれのプロジェクトのリーダーとして、実際にはメンバー全員がそれぞれに

携わっているのですが、責任を持たせるために各プロジェクトリーダーをそれぞれ 1 人

貼りつけて進めているかたちにしています。下に大義名分が書いてあります。上記のプ

ロジェクトを通して、調査科学の学術的基盤の充実、調査科学の方法の持続的発展、調

査リテラシーの向上、国民的な調査データ資料の蓄積、国際的相互理解の促進、このよ

うな大義名分を掲げています。 
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ご覧のようなメンバー【スライド３】でやっていますが、実質は上の方の 5 名ほどが

一生懸命に自転車操業でやっているような状況です。もともと日本人の国民性調査も、

戦後の長い期間は全国の大学の人々と研究者、学生たちを関与させておこなってきたも

ので、その当時はまだ大学共同利用機関という言葉はありませんでしたが、後にそれの

模範になるようなシステムの中で動いていました。また、いろいろな調査研究も共同利

用機関としての機能を果たしたような展開がありました。今も外の先生たちとの連携で

なんとかこれを深く、広く拡大しようとしているところです。そのような事情もござい

まして、具体的に協定を結ばなくても実際には各大学等の研究機関、大学などの研究者

たちとの連携は深いものがあるのですが、今の時代ですからこれをフォーマライズしな

いといけないということで、北から南までなるべく広くカバーするようにして、国内で

もどんどん広げてきています【スライド４】。海外に関してフォーマルな連携はまだ締結

できていませんが、実際には、欧米やアジアの各機関と連絡をとって、いろいろな実質

的な連携はずっとおこなえています。これをいずれはフォーマルにしなければいけない

と思っています。 
 
さて、先ほどもありましたけれども、“日本人の国民性調査”【スライド５】というの

は 1953（昭和 28）年からずっとおこなわれています。2 年ほど前に 13 回目がおこなわ

れました。昨年度は 13 回目までをぜんぶ含めた結果に関する共同記者会見を開催しま

した。これが発表されると各マスコミがいろいろ取り上げてくれまして、ちょっと数が

多すぎて総数は覚えていないのですが、マスコミによって宣伝されています。 
 
これが 1971 年ぐらいからハワイの日系人調査に始まりまして、ずっと調査が続いて

います。日本人の国民性調査は統計数理研究所の予算でおこなっている機関研究ですが、

国際比較調査の方はその都度で代表者が科研費をもらって繰り広げているようなこと

になっています。定期的ではないのですが、近年ではアジアを含めた地域を中心に調査

がおこなわれています。 
 
ここにまた大義名分【スライド６】が書いてありますが、調査科学研究センターの活

動目的として、調査データ資源の有効活用ということで、貴重なデータが蓄積されてい

ますので、これを何とか活用していかないといけないということです。あと、共同利用

研究制度の活用です。これは、調査だけではなくて、統計数理研究所には大学共同利用

機関としての共同利用体制というものがありますので、これを利用して調査研究の方も

拡大していかなければいけないということです。それから、調査方法論の研究基盤の有

効活用ということで、先ほど申しました歴史的背景がありまして、統数研の調査研究、

あるいは、それに携わっている者が日本の世論調査や統計調査のアドバイザーになって

いますので、その方面でも活躍（していかなければいけません。それから、調査データ

解析方法論、これは研究者としてデータ解析の方法論をいろいろ開発したものを世の中

でどんどん使っていただくということです。 
 
最後の「公開講座を通じた教育・啓発」というのは、統計のサンプリング理論や調査
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の各種手法に関して、調査科学だけではない公開講座が統数研でおこなわれていますが、

この中に組み入れて一般社会人、あるいは政府関係者の方、マスコミの方々に教育・啓

蒙をしていかなくてはならないということです。それにあわせて先ほどのようなプロジ

ェクトがいくつかあります。国民性、国際化、社会調査等がありまして、ぜんぶを詳細

にカバーすることはできませんが、先ほど申したような“日本人の国民性調査”は 60
年以上にわたって続いています。これはウェブに時系列のグラフや性別、年齢層別ぐら

いのデータは詳細に載っています【スライド９】。日本人の調査がまとめてありまして、

最近は、「日本人は礼儀正しい」という回答が多い結果などが宣伝されましたので、昨

年度の記者会見の際にも各国の人たちがこれを見ていました。日本語に直さなくても見

ています。それを利用して、「自分たちは日本より礼儀正しい」等、各国の意見が出て

きたりします。世界中で日本は評判が良いのですが、国際比較をすると少し視点を変え

て、「ああ、そうだな。日本はこうだな……」ということで自分たちを反省して、表面

的な感情とは違った側面、各国で本音がポロリと出ることがあります。 
 
「もう一度生まれ変われるとしたら、今度あなたは男がいいですか？女がいいです

か？」【スライド 】と質問すると、男の人は 60 年ずっと 9 割方はまた男がいいという

ことです。数％の人が、「次は女がいいです」ということです。男はずっと変わらない

ので珍しいのですが、女の人は対照的で、大昔では 64％の人が、「次は男がいい。女は

嫌だ」ということで、27％の人が、「また女がいい」ということでした。それがどんど

ん変わってきて、この数字が 20 年ほど前に逆転してしまいました。今はまだその傾向

が続いています。「日本人の国民調査」ではいろいろなことを聞いていますが、これほ

どコンスタントだったり、これほどドラスティックに変わったりというのは、これが典

型的な例となっています。こういうことが日本の戦後民主主義の発展と絡んできて、「何

でこんな質問をしているのか？」というと、やはり男女共同参画の問題などが絡んでい

ると思います。これは私の解釈であって、もっとニュートラルな立場でやってきた研究

者もいるとは思います。 
 
「あの世を信じますか？」【スライド 】という質問について、これは残念ながら時系

列で以前には聞いていなかったので、2 年前のものと 50 年前のデータということにな

っています。50 年前の若者と今の若者とは逆であって、50 年前は若者の方が合理的で

信じていなくて、年寄りの方が信じていました。今は逆です。若者の方が信じています。

50 年間ずっと時系列で調べていないので絶対的なことは言えないのですが、今度は男

女で考えると、どの時代でも女の人の方が信じる割合が高いです。もっと詳細に見れば面

白い点があって、論文を書いたりしているのですが、時間の都合でこれ以上今は話せま

せん。 
 
これは国際比較についてウェブに載せているデータです【スライド 】。日本人の国民

性ほど詳細なデータが載っているのではないのですが、男女別、性別ぐらいのデータは

あって、それを眺めているだけでも国民性とかいろいろな特徴が出てきているので分か

ると思います。その他もウェブ上から各プロジェクトの成果などが分かると思います。
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時間がないので詳細は省きます。 
 
国立国語研究所とも統数研は長い結びつきがあります。まだ彼らができる前から、戦

後、“日本人の読み書き能力調査”というものがありました。「なんでその時期にそんな

ことをやっているのか？」ということは不思議なのですが、各国の調査を眺めていると、

戦後の民主主義を発展させるため、普通の人々がどれぐらい読み書き能力があるかによ

って、その戦後の民主主義が発展するかどうかを占おうとした人たちがいました。そう

いう流れとも絡ませたのだと思うのですが、後に国語研の有力メンバーになる人たちが

若い時に統数研のメンバーたちと一緒になって、読み書き能力調査から始まって敬語の

調査とか、方言がどうやって変わっていくのかというのを何十年にもわたって調べてい

ます【スライド 】。言語ですからいきなりは変わらないので、20 年ごとでの調査など

がおこなわれていて、しばらく前に山形県鶴岡市で方言がどうやって変わっていくのか、

変わっていかないのかというような調査がおこなわれました。 
 
あと、少し前になりますが大阪大学等がおこなった調査では、統数研以外の所では調

査のお金がなかなか得られ難かったのですが、われわれが少し予算を提供し、彼らと一

緒に調査をしたら、翌年、科研費の大きなものを獲得して、それが 1 ランク上の調査研

究が発展するようになりました。 
 
これ【スライド 】はわれわれが映っていますが、謝罪会見というわけではなくて（笑）、

日本人の国民性を発表した時の文科省での記者会見です。このようなこともやっている

という話です。 
 
今後の話【スライド 】です。今までやってきたことを、もっとグレードアップしてい

きたい。統数研の今いるメンバーの能力や予算ではすぐにはできないのですが、世の中

の流れを考えてグレードアップしなければいけないので、世の中全体のための社会調査

リサーチ・コモンンズというものをつくっていきたいと思います。リサーチ・コモンズと

は何かというと、信頼性の高い社会調査データをつかんでいて、そのデータの解析方法

の研究や推進を進める、その教育・啓蒙活動を続けるということ、その上で一般社会、

マスコミや政府関係者の方々を含む一般社会に対してデータを公開し、活用してもらう

ようなきちんとしたシステム、責任あるシステムをつくります。ただデータを出すだけ

なら今の時代は簡単なのですが、そうではなくて、責任を持ったかたちで一般公開して

利用してもらうようなシステムをつくる、そのような話が進んでいます。1 月にそのキ

ックオフのシンポジウムを開いたのですが、その前の段階で東工大の今田先生が大活躍

されて、日本学術会議でマスタープランの大きいプロジェクト【スライド 】をまとめ

られました。かなり大がかりなもので、右から左に実現するようなものではなくて、日

本全国に関わる、あるいは関連分野にも関わるのでいろいろ調整が必要で、ただちには

なかなか実現が難しいのですが、いろいろいきさつがあってその後の社会調査研究の分

科会などでも提言がおこなわれました。「まず、スタートとして統計数理研究所が活躍

して、日本全体の流れをまとめて進めてくれないか」という話があったので、この調査
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科学 NOE を 1 ランク上にグレードアップするようなかたちで進めていけたらと考えて

います。どうもありがとうございました。 
 

○ 司会 
それではただ今の調査科学 NOE の活動紹介に関して、ご質問等ございましたら挙手

をお願いいたします。今田先生、お願いいたします。 
 
○ 今田顧問 

ありがとうございました。調査科学データ、日本の人文社会科学と一番密接に関連し

ている分野で、中でも「国民性調査」と言えば、「あ、統数研ね」というほど「国民性

調査」は有名です。それを継続され、かつ、海外にも広げられているということで、こ

れは一つの大きな統数研の、特に人文社会科学系のメルクマール（徴表）になると思っ

ています。そこで、このデータをどううまく活用するかが次の大きな課題であって、今

は二次分析というのが、ずい分いろいろ言われています。調査ばかりやって、その辺に

溜め込んでいるだけというのではなくて、二次分析の企画を、ぜひ大きなプロジェクト

の 1 つとして立てていただければ良いのではないかというのが 1 つです。 
 
もう 1 つ、次の特徴をどこで出すかということが大事だと考えます。「国民性調査」

だけだと少し古いというか、もう当たり前という感じになってしまうので、今は調査科

学リサーチ・コモンズ、データコモンズという、みんなが共有できていろいろ分析する

という時代です。そのような時、最近の政府でも地方創生というか、地域の活性化とい

うことで、消滅可能性都市まで調べ挙げられて出ていますけれども、そのような自治体

に向けてどういうふうにデータを整備し、その自治体がどういう状況にあるかを調べて、

今後どうすれば良い方向へ行くかという既存データを整備してコモンズ作成すること

が望まれます。国が扱っているデータもありますし、自治体レベルで市町村単位のデー

タを上手に使った分析があっても良いかなという感じはいたします。「何かもう 1 つ柱

を」という感じがします。 
 

○ 吉野調査科学研究センター長 
ありがとうございます。今田先生には今年 1 月開催のシンポジウムでご講演を願った

のですが、その時のアイデアとして、先行している総務省の統計センターの方で政府統

計がいろいろ活用できるということ、それとわれわれのような意識調査、社会調査デー

タ等を上手に絡めて発展させることが最終的には一番重要で、それが具体的な政策提言

にもつながるし、また、総務省の統計センターの方にも地方、県別のデータ、市町村別

のデータがあるので、それとわれわれのデータを絡めれば、市町村別、あるいは県別で

の政策提言につながるようなことが考えられる。統計数理の本来の理念にリンクするよ

うなかたちで、今言ったようなアイデアを何とか実現する、あるいは、私たち個人では

できない、われわれのグループだけではできないけれども、外の先生のお力をいただい

て、共同利用体制のシステムの中で何とか実現していけば良いと思っています。 
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○ 司会 
今田先生、どうもありがとうございました。他の先生方、古井先生、お願いします。 

 
○ 古井顧問 

長年にわたり貴重な調査をされて、統数研の存在意義の一部になっていると思います。

大変にすばらしいと思うのですが、最近はいわゆるビッグデータ、インターネットの時

代にあって、昔にはできなかったことがずい分できるようになったし、一方では、非常

に統計的に意味のないような、おかしな分析がたくさんされているわけです。そういっ

たことに関して、やはり統数研として、「こうやるべきだ」と、あるいは、「こういう方

向でリードしていきたい」ということがあって欲しいと思います。 
 
○ 吉野調査科学研究センター長 

そのとおりだと思います。先ほども申しましたように、統数研とは政府やマスコミの

調査機関とも連携をとっていったり、あるいは、それの監督、お目付け役みたいな役割

を果たし続けていくということは大切です。日本の世論調査の世界は、内閣府や統数研、

あるいは、マスコミ、政府関係者も含みますけれども、そこで調査の方法論に関して、

「インターネットの時代だからインターネット調査がどうのこうの……」という話がし

ばしば出てくるのですが、統計学から見れば、ちょっととんでもないことです。何十年

も先にインターネットを使って統計的にもしっかりした調査ができるかもしれません

が、「今ははるかに遠いし、近い将来もあり得ないし」というような状況なのです。そ

れで目を光らせているのですが、その意味でもきちんとした統数研としての役割を果た

していきたいと思っています。よろしくお願いします。 
 
○ 司会 

古井先生、どうもありがとうございました。他にご質問等、渡邉先生、お願いします。 
 
○ 渡邉顧問 

今申し上げられた先生方の意見に同感です。上手にストラクチャーすれば、これは相

当に活用範囲が広い調査だという感じを受けます。経済の分野では、日本はずっと、「失

われた 20 年」と言われるような悲観的な見方が広がっています。しかし、20 年前の生

活の質と今の質を比べてみたら明らかに改善されているわけであって、平均寿命が延び

ているということなど名目 GDP では捉えられていないようなもの、それぞれの人が持

つ効用ベースでは実質成長率は結構高かったのではないかとの見方もかなり強いわけ

です。こういうサーベイ調査と経済のデータを補完することによって、今まで見えてい

なかったものが何か見えてくるというか、抽象的な言い方になって申しわけないのです

が、かなり価値のあるものを生み出すのではないかと感じています。 
 

○ 吉野調査科学研究センター長 
そのとおりです。ここ十数年ほど経済の先生たちからアプローチがありまして、ご指

摘の通り、経済学という意味でも GDP の客観的指標では満足されないわけです。した
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がって、一方では主観的な統計指標や意識調査があって、一方で GDP などの客観的な

指標がある、その両方が補完して初めて現実を浮かび上がらせることができるというこ

とで、ソーシャルキャピタルの研究のようなものに結びついて、まさに先ほど今田先生

がおっしゃったような意味で、一方で客観的データ、他方で主観的データ、それらをう

まく相互補完して現実の社会を解決しなければいけないという問題意識はあります。あ

りがとうございました。 
 
○ 司会 

渡邉先生どうもありがとうございました。 
それでは時間も過ぎていますので、ここで一旦、休憩に入らせていただきます。15

時 20 分に再開させていただきます。どうもありがとうございました。 
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【次世代シミュレーション NOE 活動紹介および討論】 
○ 司会 

では、そろそろ再開させていただきたいと思います。オープンハウスの行事がいろい

ろ進んでおりますので、数人が退席させていただいております。どうぞご了承ください。 
次は、次世代シミュレーション NOE の活動紹介について、樋口データ同化研究開発

センター長から、次世代シミュレーション NOE の活動紹介について、ご説明を申し上

げます。 
 
○ 樋口データ同化研究開発センター長 

次世代シミュレーション NOE 活動のネットワーク形成の中心母体として、データ同

化研究開発センターを設置しています。私はそこのセンター長を務めています。副セン

ター長はここに出席している田村です。 
 
次世代シミュレーション NOE【スライド２】はここにあるような活動をしております

が、先ほどもご質問がありましたように、統数研らしいところは何なのかという点もあ

ります。まずは手法として赤池元所長、あるいは北川前所長のもの。統計数理研究所は

オンライン計算、いわゆるフィルタリングですが、そこに対して非常に強みを持ってい

ます。これは世界的にも誇れる計算技術だと思います。また、それらは、計算機を活用

して統計的推論をおこなう手法ですので、おのずと HPC が必要とされているというこ

とです。統計数理研究所が昔から先進的な計算機を導入してきたというのは、たぶん先

進的なアルゴリズムを開発する上で先進的な計算機パワーを併用することによって、こ

れまでできなかったようなこともできるのではないかということがあり、また、それが

統計数理研究の強みではないかと思っています。 
 
その流れに従って、近年、シミュレーション科学と言われる第一原理支配方程式、こ

れを数値的に解いていく、この技術が非常に高性能化してきました。一方でセンシング

の高度化とともにビッグデータも取れるようになってきたということで、あらゆる分野

でそのシミュレーション科学とビッグデータを統合する必要性、両方を有効に活用する

重要性というものの認識が高まっています。それらを実現するところとして、データ同

化研究開発センターの活動をしてまいりました。 
 
このセンターは設立されてからあまり年数が経っていません。国プロ、また、

JAMSTEC（海洋研究開発機構）では、海洋気象の分野でかなりデータ同化の研究が進

んでいました。その頃、私は国プロに、最初は部分的に参加していました。その後、

CREST のシミュレーションの領域が立ち上がりまして、私のプロジェクトを採用して

いただき、当時、小柳先生にアドバイザーとしていろいろお世話になりました。CREST
というのは 3 年間の応募のチャンスがあるのですが、「最後の方に少し変り種の採用を

してもらえるのではないか？」ということで思い切って 3 年目の応募時に提案したとこ

ろ採用していただきました。それがデータ同化研究開発センターの基点とも言えると思
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います。 
 
CREST は非常にすばらしいシステムです。リーダーがデザインしたことが一定担保

されつつ、アドバイザーや国の方針に従っていろいろなことをやらないといけません。

非常によく設計されたシステムだと思います。そのサポートがあってデータ同化研究開

発センター【スライド３】では、私、あるいは、一緒に参画した教員とともにたくさん

の人材育成ができました。実は今特任教員が 2 人しかいないのですが、これまでにたく

さん養成しましたけれども、どんどん引き抜かれています。去年も 4 人がいきなり引き

抜かれ現時点では少しさみしい状況になっていますが、それは引き抜かれた直後という

事情からです。 
 
次世代シミュレーション NOE【スライド４】についてです。いろいろな分野と連携し

ていますが、2 番目の MOU 締結機関として東北大学の流体科学研究所があります。や

はりデータ同化は流体系のシミュレーションとの親和性が高いです。流体系というのは

連続体シミュレーションが持つ特徴をよく保有していると思います。近年は、この一番

下にある北陸先端科学技術大学院大学と MOU を締結しました。そこには物質材料等々

の非常にヘビーなシミュレーションをする先生方がいらっしゃって、マテリアルの方も

もう少しデータとシミュレーションを統合していかねばということで、国全体で新しい

「さきがけ」もちょうど始まったばかりですが、ニーズが高まっています。アメリカで

も、マテリアル・ゲノム・イニシアチブだったと思いますが、そういう動きがあります。

さらには、われわれは今度、工学分野にデータ同化の活動をどんどん広げていきたいと

思っています。 
 
この後、ごく簡単に、アラカルト的にこのセンターでおこなわれている活動を紹介し

ます。となりに国立極地研究所があり、そこの方々が氷床コア【スライド６】、氷柱をも

って、そこから深さと年代をマッピングする作業というものがあります。この問題は 1
次元的ですので解くのに非常に優れたアルゴリズムがたくさんあります。ところが、残

念ながら国立極地研究所の先生方はその手法をご存じでないので、これらにわれわれの

誇るフィルタリングのテクニックを使って、これまでの既存手法よりも 1,000 倍、1 万

倍ぐらい速くしました。これは非常に好評でした。 
 
また、われわれの研究所はサンプリングベースのシミュレーション【スライド７】と

いうところにも強みを持っています。これを非常に工夫することによって、いわゆる

MCMC というのは、なかなか出にくい事象が意識的に出やすくなるようにいろいろデ

ザインすることによって、最終的に、アベレージをとる時に良い推定値ができます。さ

らに、そこに満足せずに、もっとレアなものをよりサンプリングしようという研究も進

めていますが、その成果が右側です。 
 
あと他の応用例として、最近イメージのデータ【スライド８】が非常にリッチになって

おります。イメージというのは、2 次元データで、時間が入れば、3 次元となります。
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一方、シミュレーションというのは対象を精密にモデル化しますので、それを統合する

ことによってシミュレーション内の不確実性、あるいは、そもそも測定できていないも

のが測定できるというメリットがあります。それらの研究を、たとえば、生きた線虫の

ニューロンの活動をそのまま撮像しながら中を推定していく等々もおこなっています。 
 
あと、データ同化というのは第 1 原理がある問題だけではなくて、少し考えればエー

ジェントシミュレーション【スライド 】にもそのまま適用できるということが分かり

ますので、100 万人のエージェントがいる感染症のシミュレータというものをつくりま

した。これはそれによる結果です。実際上、テストモデルが出ていますが、中央線をモ

デル化して、3 分ごとに人の動きをぜんぶシミュレーションします。一方、中東呼吸器

症候群（MERS）で話題になっていますが、その業界では非常に簡単な常微分方程式系

を使って、どれぐらいアウトブレークがあるのか等々の研究があるのですが、実際は局

在したローカル性というものがありますので、それらをぜんぶ結合したモデル【スライ

ド 】を、データに基づいて推定するということをおこなっています。これから先【ス

ライド 】は従来の、たとえば人工衛星で撮られた画像から 3 次元ストラクチャーを推

定するというものです。 
 
あと、これ【スライド 】は最近新しく始めたものなのですが、スペースデブリとい

うものが今は非常に問題になっています。いろいろ宇宙において実験をした結果、膨大

なデブリが宇宙空間に出ています。それらは非常に小さくても人工衛星にぶつかると人

工衛星が壊れてしまいます。そこで、新しいポスドクはこれらを専門としていますので、

いわゆるデブリの動きの地上での撮像、望遠鏡で得られたイメージデータ等を使って、

そのちょっとした動きによっていろいろ推計するということもやっています。 
 
一方、これ【スライド 】は田村が継続的におこなっているものなのですが、本研究

所のハードウェアの特徴として、疑似乱数ではなくて物理乱数があり、これらの登場場

面として、最近の乱数の利用があるいろいろな所で、物理乱数の良質さが利用上で 1 つ

のアイデアになるのではないかということでずっと研究しています。 
 
あと、これ【スライド 】は先ほども言いましたけれども、先進的なモンテカルロ法、

非常にレアなもの、あるいはゆがんだものから全体としての推定を良くするためには非

常に工夫したアルゴリズムが必要ですけれども、それらの研究もやっています。これ【ス

ライド 】は R など、よく使われるものを並列計算上にどう実装するのか、あるいは、

可視化ソフトウェア【スライド 】、この後でご紹介しますが、本研究所は日本で唯一

4K の 3D のシステムがあり、先ほどのシミュレーション、あるいは、データ同化のア

ウトプットを出す等々もやっています。クラウドのいろいろなサービス【スライド 】

もおこなっています。 
 
最後はいろいろなアウトプットです。シンポジウム等々【スライド 】も精力的にお

こなっておりますし、外部資金【スライド 】も国プロから JST の ERATO、CREST
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等々もいただいております。プレスリリース等【スライド 】も、海上保安庁がもつ船

のビッグデータがあるのですが、それらからもっと交通システム、船のコントロールを

高度化できないかということで、私も観音崎などに行ったりしました。オリンピックが

2020 年開催で、これは非常に重要な問題になっていて、まだまだかなりできると私は分

かりましたが、外的な要因でストップしていますが、いろいろできると思っています。 
 
アウトリーチ活動【スライド 】では先ほど言いましたように SC に出展しています。

われわれの SC の成果の発表よりも日本人の国民性プロジェクトの紹介トランプの方が

先に売れてしまうという悲しいところもありますが（笑）。毎年、小柳先生とも会場の

方でお会いしたりします。このように海外でもアウトリーチ活動をやっています。 
 
最後に今後【スライド 】について、本研究所のデータ同化を支える技術ということ

で、本研究所しかない強みとするものがあります。それらをより良くして研究を進める

とともに、応用先としてスペースデブリや船、あとは工学分野でのニーズが、特にもの

づくり分野において非常に増えています。月に 1 度ぐらい問い合わせがありますので、

これまでの自然科学から、これからは工学の方にどんどん適用していきたいなと思って

います。産業界からのニーズが非常に高まっておりますが、ポスドクが引き抜かれて出

ていってしまいましたので、また走りながら養成しないといけないのが問題ですが、頑

張っていきたいと思っています。以上です。 
 

○ 司会 
ありがとうございました。それではただ今の次世代シミュレーション NOE の活動紹

介に関してご質問等がありましたら、よろしくお願いします。小柳先生、お願いいたし

ます。 
 

○ 小柳顧問 
先ほどリスクのところの続きなのですが、こういうシミュレーション的なデータ同化

ということと、そのリスク処理ということは非常に関係が深いと思うので、すでにやっ

ていらっしゃるとは思うのですが、その連携といったものをもっと強めると、もっとい

ろいろなことをやれるのではないかという気がしますが、いかがですか？ 
 
○ 樋口データ同化研究開発センター長 

現況ではきちんと連携がとれていないのですが、先ほどご説明したように研究所は全

体として第 3 期中期目標・中期計画期間は意思決定に関する研究や知の還元などをやっ

ていこうという方針で、手法としては、最適化や制御、リスク分析などを上手にやって

いきたいと思っています。ここにおいては全国の都道府県を連結させた感染症のモデル、

その前の 100 万人エージェントシミュレーションで、実は感染症の予測というものに関

して、やはり急に増える所については非常に予測が難しいです。いろいろ考えると、ワ

クチンは用意するのに半年ぐらいかかります。さらには、国の予算も限られていますの

で、ワクチンの必要量の予測とともに、どれぐらいのワクチンをどういう人に打ったら
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良いのかというシミュレーションをエージェントシミュレーションの中でおこないま

した。そこでやっていることを、リスクセンターの人ともっと一緒におこなえば、第 3
期もいろいろなことができるかなと思います。 

 
○ 司会 

どうもありがとうございました。ほかにご質問はありますか？古井先生、お願いいた

します。 
 
○ 古井顧問 

すばらしい研究をたくさんやっておられて、人材育成という面でもずい分と貢献され

ていらっしゃると思うのですが、国際的に見て技術の流れという意味で一番インパクト

のある研究は何ですか？ 
 

○ 樋口所長 
「われわれのグループが国際的に」という手法の観点からすると、データ同化のほか

のグループがメタなパラメータというか、少し専門的になりますが、状態空間モデルを

利用した時のパラメータは所与で、状態推定のところに興味があります。われわれは、

統計モデルとしてデータ同化を研究しているので、モデル評価が統計的な枠組みで解決

できる可能性があり、そこにいろいろ新しい方法を提案しています。また、レアイベン

トのサンプリング、MCMC の工夫したようなところが強みだと思います。ただ、手法

というよりも私はこのセンターの最大の強みとしては、気象・海洋だけに閉じていたデ

ータ同化の良さというものを、それ以外の分野にも使えるんだということで、拡大・水

平転換したというのが、私は最大の強みだと思います。 
 

○ 古井顧問 
社会的な貢献はすごく大きいと私も感じていますが、やはり研究所なので、外国に対

してそのアイデンティティーを示すという意味で核となる技術、世界をリードするよう

なものをぜひ意識して、1 つでも 2 つでも出していただけると良いのではないかと思い

ました。 
 
○ 樋口データ同化研究開発センター長 

分かりました。どうもありがとうございます。 
 
○ 司会 

古井先生、どうもありがとうございました。ほかにご質問はありますか？よろしいで

しょうか？それではどうもありがとうございました。 
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【サービス科学 NOE 活動紹介および討論】 
○ 司会 

次の NOE です。サービス科学 NOE の活動紹介ということで、丸山サービス科学研

究センター長の方から説明をお願いいたします。 
 

○ 丸山サービス科学研究センター長 
丸山です。きょうは T シャツで大変失礼いたします。一応、これが統数研のユニフォ

ームだということで、きょうは特別だというように思っています。サービス科学という

言葉は 2006 年頃に IBM が、世の中の産業構造が物やサービスに寄ってきている状態

の中で、サービスのやり方に関して科学的、あるいは工学的に引き合わせないといけな

いというようなことで始まったのではないかと思います。日本でもサービソロジー学会

というのができて、その中でいろいろな議論がなされています。その中で、「サービス

とは何か？」とか、あるいは、「おもてなしとは何か？」というような、いわゆる定性

的なお話もあって、その中でわれわれ統数研が何をやるか【スライド２】ということに

ついていろいろ考えたのですが、今お話にあったように、統数研はやはりデータに基づ

く意思決定ということを強く掲げておりまして、それをビジネスの世界に役立てる、ビ

ジネスの世界においてデータを使って意思決定するとはどういうことか、そういうこと

を研究するグループにしたいというように思っています。その中でいくつかドメインを

選んで、マーケティングや故障予測、そのようなドメインを選んで、そこで意思決定を

するということです。 
 
さらに、今までのお話はどちらかというと、統数研の大学共同利用機関としてのお客

さまは本来的には大学、アカデミアなのですが、私たちのセンターでは、むしろインダ

ストリーに向けてどういう貢献ができるか、その点を考えていっております。その中で、

たとえば、インダストリーを含めた人材育成、あるいはデータ分析のプロセスのあり方、

あるいは産学連携のあり方とか、そのようなことも含めてセンターで議論をしているつ

もりです。 
 
人員について【スライド３】はこのような感じで、統数研のメンバー、それから、客

員の方々ですが、客員の方々についても結構この統数研の OB の方がいらっしゃいまし

て、たとえば筑波大学の佐藤 忠彦先生、あるいは横浜国立大学の本橋先生、島根大学

の河村先生などは統数研の OB で、そういう意味では非常に強いつながりを持っていま

す。1 つこの 3 月 4 月でショックなのは、椿先生が統計センターの理事長になられて、

外来研究員として残っていただいておりますが、そのような人員でやっております。 
 
私たちの NOE の協定【スライド４】という意味ではあまり強くないのですが、たとえ

ば、東北大学の照井先生の所で経済学研究科と協定を結んでおります。あと、茗荷谷に

ある筑波大学のビジネスサイエンス系・大学院と協定を結んでいますが、そういう中で

やっていきたいと思っています。 
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プロジェクトに関して【スライド５】ですが、いくつかここに例を出しています。上

の方にあるのはマーケティングの分野です。やはりビッグデータを使って個人にフォー

カスしたマーケティング、あるいは、広告の打ち方、そういうようなものの研究がなさ

れています。2 番目にあるのは、国立環境学研究所の山形先生と一緒にやっているもの

で、社会をレジリエントにしていくにはどうしたら良いかというものです。3 つめにあ

るのは、広告代理店に提供いただいたデータを基に、ミクロなデータとマクロなデータ

をあわせて、高齢者の購買行動の予測をするというものです。4 番目にありますのは、

いわゆるサービス産業ではないのですが、製造業においてロバストなパラメータ設計を

するための技術に関するもので、これは河村先生が得意な部分です。次にありますのは、

産業データの分析手法ということで、これは中野先生、清水先生がやられているもので

す。その次にありますのは、いわゆるデータ分析の技術ではなくて、データ分析をする

人材を育成するプロジェクトです。後ほど少しお話しします。最後のものは、プライバ

シーを保ったままデータをどのように公開するかというものです。 
 
シンポジウム等の開催実績【スライド６】はここにございます。特筆するのは 7 月 18

日の International Workshop on Data Science and Service Research で、これは東北

大学の照井先生の所と合同でやったものです。あと、11 月に、これも東北大学ですけ

れども、International Conference on Statistical Analysis of Large Scale High 
Dimensional Socio-Economic Data というワークショップです。活動として【スライド

７】、1 つは人材育成に関して文部科学省の委託事業を平成 25 年から受託しておりまし

て、今年で最終年度になります。それから、下の方にありますけれども、昨年 12 月に

筑波大学のシステム情報系工学域にサービス工学ビッグデータ CoE というものが設立

されまして、そこの協定機関として私たちが参加しています。このあたりが、特筆すべ

きことです。 
 
今後の方針として【スライド８】、1 つにはビッグデータをどのようにシェアするかと

いうことに関して、やはり大きなチャレンジがございます。プライバシーを保護したま

まどのようにデータを公開するかということで、昨年 9 月に新任で来られた南先生が得

意な分野です。よくご存知のように、NTT ドコモが空間統計を公開していますが、こ

の空間統計は、どの時点に何人いたかというデータだけで、実は NTT ドコモは移動の

軌跡のデータも持っています。ただ、軌跡のデータを公開してしまうと何時何分どこに

いたということが分かり、この軌跡がだれのものかというのが分かってしまうので、プ

ライバシーの問題があります。そういう条件の下で、なおかつプライバシーが守られる

にはどうすれば良いか、そういうデータを、軌跡のデータとして公開したいというよう

なことで、その匿名化をする技術を研究しています。そういうものが分かれば、渋谷駅

にいた人が次はどこに行くかとか、そういうようなことが分かるのでマーケティングに

使える、そのような話だと思います。 
 
もう 1 つ【スライド９】は、インダストリーにおいてデータ分析をどのように使って

いくかということで、いろいろなプロセスが提案されています。この左側にあるのが
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CRISP-DM という標準化プロセスですが、ビジネスを理解し、データを理解し、デー

タを準備し、データを分析し、評価し、それをビジネスの中で展開していくというよう

なプロセスをぐるぐる回す、そこが 1 つの考え方です。この右側にあるのは IBM のコ

ンサルティングが使っているメソドロジーですけれども、構想を立てて検証し、プロト

タイプを回してそれを展開するというようなことです。いくつかそのようなベストプラ

クティスがあって、それが本当にビジネスの中でどのように使えるかということで、い

くつかの企業と共同研究しながらそういうものを検証しています。 
 
1 つは、ある映画興業会社さんの劇場があるのですが、その劇場にはたくさんのスク

リーンがあって、そこで売れるチケット、それから、劇場での売店、コンセッションと

呼ばれますが、この売店というのは値段がかなり高くても売れるそうで、劇場の利益の

大きな部分はそのコンセッションから出てくるのですが、そういうものに対してどうい

うデータ分析があるのかということです。ただ、劇場を経営する会社というのはデータ

分析という概念はもともとほとんどなくて、その中で新たにデータサイエンティストを

入れてきて、どうやってビジネスの中にデータ分析と、データに基づく意思決定を埋め

込むかということについて、一緒に議論しているところです。 
 
また別の建設機械会社の例では、建設機械のデータとして何年分も出てきているわけ

ですが、その中でいかに故障を予測するかということです。故障を予測するだけでは駄

目で、予測した結果、どれだけメンテナンスのコストを下げられるかというところが

KPI になるわけで、そういうものに対してどのように結びつけたら良いかというプロセ

スにおいて議論しているところです。 
 
あと、産学連携について【スライド 】です。これはメタな話なのですが、たとえば、

私たち統数研が産業界と共同研究した場合、知財のあり方についてどうすれば良いかと

いうことについても考えています。共同特許というのは特に、日本の特許法の下でやや

こしいものですが、それについて企業にとってメリットのある方法があるのかというこ

と、それからもう 1 つは、ここの統計思考院に企業の方が研究員を派遣できるような仕

組みをつくっています。これはデータサイエンス・リサーチプラザというものですが、

今年の 6 月から 1 人、日本の大企業の方から 1 人が来られてこういうものをスタートさ

せています。 
 
最後に人材育成に関して【スライド 】ですが、先ほど申し上げた文部科学省の委託

事業の中でデータ分析をする人材育成をどうすれば良いか、どういう人材像があるか、

どういうベストプラクティスがあるかということを調査しています。以上です。 
 

○ 司会 
ありがとうございました。それではただ今のサービス科学 NOE の活動紹介について

ご質問等ございましたら、よろしくお願いいたします。それでは小柳先生、お願いいた

します。 
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○ 小柳顧問 
まったくの素人ですが、私も今はコンピューターサイエンス屋なので、コンピューター

サイエンスは本質的にサービス科学なので、こういうサービスサイエンスの議論がコン

ピューターサイエンスに寄与するものがあるのではないかというような、そういう方向

性というものも考えられないかと思います。統計数理を見ていますと、コンピューター

というのが所与のもので、それをいかに使うかという発想にきていると思います。それ

ももちろん大事なのですが、統計数理研究所からコンピューターサイエンスに何か逆に

フィードバックするようなものがあっても良いのではないか、そこが私の感想です。 
 
○ 丸山サービス科学研究センター長 

この手のデータ分析サービスというのをやってみますと、いわゆる今までの IT の方

法とは大きく違うということが非常に良く分かってきます。つまり、データ分析という

のはウォーターホールでは絶対にできないですね。要件定義をして、それをブレイクダ

ウンしていっても絶対にできないです。むしろ、今の IT で言うところのアジャイルに

近いものを、実はデータ分析の人たちはもともとやっていたということだと思います。

そこからフィードバックできるようなものがあるような気がします。 
 
○ 司会 

ありがとうございました。ほかにございますか？今田先生、お願いします。 
 
○ 今田顧問 

ありがとうございました。サービス科学という概念ですが、サービスエコノミーとか

そういうものはずいぶん一般に普及して、ものづくりだけではなくて、それにサービス

を付加して、という感じできていると思います。このサービス科学ということは、やは

りそういうサービスエコノミーとの関連でビジネスに対しての知識とか、方法とか、ア

プローチみたいなものを提供するというように理解してよろしいのでしょうか？ 
 
○ 丸山サービス科学研究センター長 

実は、私はサービス科学センターというお題をいただいたのですが、今のビジネスと

いうのはおっしゃるように、ものづくりとサービスの間のバウンダリーが非常にあやふ

やになってきていると思います。車を売ってもそのうちのいくつかはサービスに入りま

す。そういう意味では、あまり「サービスか？ ものづくりか？」ということにこだわ

らず、むしろ、「ビジネスの中でデータをうまく生かすにはどうしたらいいか？」とい

うことに注目していきたいというように考えています。「サービスが何か？ものづくり

が何か？」ということに関するディベートとは、私は少し距離を置きたいと思います。 
 
○ 今田顧問 

そういう意味で気になるのではなくて、ものづくりにしても、そのかたちとしてサー

ビスが一体になっていないといけなくて、そのところのサービス部門をどのように付加

するかという方法と、マネージングの仕方を科学するということでよろしいでしょうか？ 
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○ 丸山サービス科学研究センター長 
はい、それで結構です。ありがとうございます。 

 
○ 今田顧問 

最初に統数研全体の説明が所長からあった時、大学院生を受け入れる体制が 1980 年

代にできたということですが、大学院生の育成というものと研究の関連は、どういうよ

うになっているのでしょうか？きょうもオープンハウスで入学の説明のコーナーがあっ

たと思うのですが、大学院生を受け入れる、受け入れて教育して社会に送り出すという

システムはどのようになっているのでしょうか？これは最初に聞くべきことかもしれ

ませんが。 
 
○ 樋口所長 

この中に資料がないので口頭で説明させていただきます。今オープンハウスで大学院

紹介している総合研究大学院大学ということで、博士課程は定員が 3 名ですか。修士課

程は 2 名でしたか。ざっくり言えば、この研究所には現在 30 人ほどの学生さんがいま

す。教員が 45 名なので、かなり手厚い指導ができているということです。ただ、その

中には先ほど雑談レベルで話があったように、8 割が社会人です。総研大の中では社会

人率が高いのは統計数理研究所と国立情報学研究所です。他の研究所は従来型のサイエ

ンス、たとえば、自然科学です。あと、人間文化機構等は文科系ですので、統数研と情

報研は違った特色があると思います。その 30 人に授業をしたりいろいろ指導をしたり

して送り出す。それとともに連携大学院というのがあって、東工大、東大、筑波大、東

北大、それらの機関と協定を結んで学生さんを受け入れています。あと、特別共同利用

研究院ということで、年に 2～3 名が他大学の学生さんを半年、あるいは 1 年間を受け

入れる、こういうシステムになっています。 
 
○ 今田顧問 

たまたま先ほど質問し損ねたので付加したのですが、このサービス科学というのは社

会人を受け入れる、大学院生を受け入れるというのが主要なのでしょうか？その辺どう

いう仕組みなのでしょうか？ 
 
○ 丸山サービス科学研究センター長 

学位をとりたい方が社会人で来られるのは、別にサービス科学センターに限らずに、

統数研の教員が受け入れます。共同研究する際にはサービス科学センターが私たちの部

所として産業界にわれわれの成果をトランスファーするという考え方です。 
 
○ 司会 

今田先生、どうもありがとうございました。 
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【統計的機械学習 NOE 活動紹介および討論】 
○ 司会 

それでは何となくちょうど良い時間になってきましたので、次の NOE の説明に移ら

せていただきたいと思います。次は 5 番目、最後の NOE です。統計的機械学習 NOE、

この活動紹介について福水統計的機械学習研究センター長の方から説明申し上げます。 
 

○ 福水統計的機械学習研究センター長 
私の方から統計的機械学習 NOE の活動紹介をさせていただきます。統計的機械学習

NOE【スライド２】は、いわゆる機械学習と呼ばれている分野です。比較的統計科学的

な観点から研究をしています。もちろん研究するだけではなくて NOE なので、NOE
の活動として 1 つは国内のコミュニティの活性化があります。Machine Learning の分

野というのは国内にも研究者がいますが、たとえば、北米等に比べるとまだ研究者の層

は非常に薄いような状況です。たとえば、組織的に多くの研究者が集まっている場所と

いうのも少ないような状況なので、われわれが中心になって国内の研究コミュニティの

活性化を図るのが 1 つの目的です。もう 1 つは、海外の研究機関と積極的に共同研究の

推進をおこなって、それらを通じて国内に、日本のプレゼンスを向上させようとしてい

ます。さらに、統計的機械学習のさまざまな理論、応用にわたって、人材育成というこ

とを念頭において研究を推進しています。 
 
これ【スライド３】が体制になります。現在、教員としてはここに挙げてある 9 名の

者がメンバーです。特任助教と、特任研究員としては 4 名の者が研究に従事しています。

それから 7 名の客員教員、研究支援が 2 名ということで、このような体制で活動を推進

しています。 
 
このスライド【スライド４】にありますのが協定を結んでいる機関です。現在は 15 の

機関と協定を締結しています。冒頭のスライドでもお話ししましたように、われわれの

NOE では特に海外との連携を積極的に推進しています。見ていただくと分かるように、

半分以上が海外の大学、あるいは研究所との協定になっています。TTIC シカゴとも結

ばせていただいて、その他いろいろ、北米、ヨーロッパ、シンガポールとアジアなど、

世界のいろいろな機関と提携を結んでいるということになっています。 
 
具体的にわれわれが内部で、あるいは外部との共同研究の下で進めている研究プロジ

ェクトに関して、ごく簡単にですけれど、お話をしたいと思います。われわれの NOE
では 6 つの研究プロジェクトをおこなっています。そのうち 3 つは比較的基礎的な理

論・方法に関するものです。残り 3 つは応用・実践に関わるようなプロジェクトです。 
 
理論・方法の 1 つめ【スライド５】として、情報幾何と機械学習プロジェクトというも

のを江口先生が中心になって進めています。これは比較的基礎的な、数理的なところか

らの研究です。情報幾何というのは理研にいらっしゃいます甘利俊一先生が創始した統
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計的推論の幾何学的な数学理論なのですが、日本で創始されたものなので、日本の研究

者層は世界的に見ても非常に厚いです。このような日本オリジナルのところにも注力し

ていきたいということで、非常に基礎的なのですが、このようなところに関して研究を

進めています。それをさらに機械学習、あるいは、パターン認識、情報量、データ解析

などのところに応用を図っています。非常に応用的なところとしては、バイオミメティク

スや生態学などにもつながるような研究をしています。 
 
2 つめ【スライド６】のプロジェクトは私がプロジェクトリーダーとしてやっている、

カーネル法と呼ばれている非線形データ解析の方法論に関する研究です。これは高次元

データに有利な、計算効率の高い非線形データ解析の方法論であり、現代的なデータ解

析にとって重要な複雑なモデルだとか、あるいは、自然科学や制御などに重要な時系列

状態空間モデルのようなものにも適用を発展させております。このプロジェクトは東大

の岡田先生が代表者になっているスパースモデリングに関する、科研費の新学術領域か

らもサポートを受けておこなっているものです。この新学術の 1 つの計画研究の代表を

私が務めさせていただいております。 
 
これは方法論なのですが、もう 1 つは機械学習、あるいは現代の統計的推論を横断的

に支える技術としての最適化推論に関するプロジェクトを伊藤先生がリーダーになっ

て進めています。現代の機械学習、あるいは統計は一般にそうですけれども、最適化と

いうのは必須の技術になっています。統計数理研究所は古くから最適化に関しては非常

に強いグループを持っていましたので、そのような横断的な基盤技術として、この最適

化というものを重要視して研究を進めています。非常に理論的な、たとえば、無限次元

における測度の最適化のようなところから応用的なところ、たとえば、伊藤先生が以前

におこなっていた野球のマジックナンバーみたいな、そのような極めて応用的なところ

までをカバーするような研究をしています。 
 
こちらの 3 つは応用・実践に関わるところです。1 つ【スライド７】は、これもスパー

スモデルに関わるものですが、スパースモデルの深化と応用プロジェクトというプロジェ

クト名で、プロジェクトリーダーの池田先生の下で研究を進めています。これは先ほど

お話しした科研費の新学術領域に池田先生も参画しておりまして、そこからのサポート

も、あるいは共同研究なども主体として研究をおこなっています。特にこのスパースモ

デリングというのは近年、画像の圧縮センシングだとか、あるいは、統計科学のスパー

スな回帰モデルなどで非常に注目を浴びていて、新しいデータ解析の流れをつくってい

ます。特にこのプロジェクトでは、その応用ということを重視しています。たとえば、

X 線解析や、特に力を入れているのは天文学のデータです。そのようなものにスパース

モデリングを使って解析をおこなっています。特に天文学に関しては池田先生がサブテー

マ代表となりまして、JST の CREST、これは田中先生のビッグデータの CREST の 1 つ

なのですが、統計計算宇宙物理学というものを打ちたてようということで、東大のカブ

リの方が代表者になった CREST の中で、統計的な手法の開発というものをおこなって

います。 
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1 つ、これは新学術の方でやっているものですが、面白い応用としてはブラックホー

ルを直接撮像しようということです。地球のいろいろな所にある電波干渉計を使って、

ブラックホール……、これはシミュレーションでつくったものですが、うまくいくとこ

のような輪っかが見えるはずであるということです。今までブラックホールというのは

このような想像図、あるいは理論に基づくシミュレーションとしては描けても、直接撮

像から輪っかを見た人は未だ世界にいないので、それを世界で初めて実現しようという

ことをおこなっています。 
 
それから 5 番目【スライド８】は、松井先生がプロジェクトリーダーになって進めて

いる、メディアデータの統計的解析プロジェクトです。現在、インターネットやさまざ

まなセンサーから大量に多様なメディアデータが得られますので、そのようなものを統

計的解析しています。たとえば、音声や音楽、あるいは言語、画像、このようなものを

等質的に扱えるような統計的な方法を立てていこうということです。例として、音楽の

動的な感情、音楽から感情を認識するような話だとか、あるいは、ロボット動作と言語

による記述を関連づけるような研究だとか、ある種いろいろな、マルチモーダルなタイ

プの解析というものをおこなっています。あとでもお話ししますが、松井先生は国際連

携に対して非常に積極的に進めていただいておりまして、国際ワークショップを開いて、

それに基づく書籍等の刊行もおこなっておられます。 
 
6 番目、最後になりますが、小山先生が中心になって進めておられる機械学習を用い

たデータ駆動科学の実践プロジェクト、これも機械学習のアプローチをいろいろな分野

のデータ解析に使っていこうというプロジェクトです。もともと小山先生は神経データ

解析に対して統計的手法を適用されていた方ですが、さらに、それだけではなくて生命

動態のライブ予測制御、これは JST の ERATO の佐藤ライブ予測制御予測制御プロジェ

クトの 1 つのグループとしてやっているものですが、このような生命動態や深海探査、

あるいは量子情報などのいろいろな分野に共通のメソロジーというものを適用してい

く、そのようなプロジェクトをおこなっています。 
 
研究の概要に関しては以上です。その他、いろいろなイベント等の情報【スライド９】

をお伝えしたいと思います。国際会議や研究会等も積極的におこなっていて、たとえば、

2 番目のように、ユニバーシティ・カレッジ・ロンドンと共同で松井先生が中心になっ

て、松井先生と UCL の Gareth Peters という方が中心になって毎年おこなっている国

際会議があります。それに関連した書籍がシュプリンガーから出版予定です。 
 
それから、国内のコミュニティの活性化という意味では、毎年、情報論的学習理論ワー

クショップという機械学習関連最大のワークショップの共催を例年おこなっています。

これは参加者が今年は 500 人ほどになるのではないかということで、機械学習としては

国内最大のコミュニティになっています。これはあとでもお話ししますが、連携機関と

は単に MOU を結んで、シェイクハンドしてそれで終わりというわけではなくて、積極

的に交流を図っております。若手の研究者、学生も含めて派遣する、あるいは、向こう
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の学生さん、研究者の方に来てもらって共同研究を推進するということを積極的におこ

なっています。 
 
それから、これ【スライド 】は外部からの評価という観点ですが、いろいろな外部

資金のサポートを受けて活動しています。先ほど新学術、それから池田先生の天文関係

の CREST、小山さんの佐藤ライブ予測制御の ERATO、JST の「さきがけ」なども獲

得しています。 
江口先生が日本統計学会賞を授与されたり、松井先生が電子情報通信学会の情報シス

テムソサエティーの活動功労賞を受賞されたり、あるいは、学生さん、私も連名ですけ

れども、研究会賞あるいは奨励賞、優秀報告賞等を、こういうかたちで外部からも活動

の評価を受けています。 
 
今後の展開【スライド 】としては、冒頭にもお話ししましたが、われわれの目的と

しては 3 つ掲げています。NOE のハブとしては研究プロジェクトというものを推進し

ていきたいということです。ネットワークという観点に立つと、特に国際連携というも

の、もちろん国内連携もありますが、特徴的なものとしては国際連携を積極的に進めて

いて、協定に基づいて学生、あるいはポスドクなどの若手研究者の派遣や、逆に訪問を

受けるということをやって、共同研究を自主的に進めています。 
 
国内の研究コミュニティということで、これは共同利用機関としての役割にもなると

思うのですが、国際ワークショップを日本で開催するような活動や書籍の刊行、先ほど

話したような国内のワークショップ、あるいはセミナーやサマースクールというような

ものを今後も継続しておこなっていきたいと考えています。以上です。 
 

○ 司会 
ありがとうございました。それでは統計的機械学習 NOE の活動に関して質問等をお

願いします。小柳先生、お願いします。 
 
○ 小柳顧問 

すでにやっておられるのかもしれませんが、このグループというか研究と、最初のリ

スク科学というのは関係が深くて、結構共通の要素があるのではないかという気がしま

すが、いかがでしょうか？ 
 
○ 福水統計的機械学習研究センター長 

現状、リスクの方たちと一緒にやっているのは松井先生が共同研究と言いますか、そ

ういうタイプの研究プロジェクトをされていらっしゃると聞いています。 
 
○ 松井統計的機械学習研究センター副センター長 

機械学習の方法的にはリスクの解析にも利用できまして、実は、そこの STM、CSM
のワークショップではずいぶんリスクの専門家も呼んでいます。共通の優れたところを
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互いに、新しい方法をつくっていこうという話をしています。アドバイスありがとうご

ざいました。 
 
○ 司会 

古井先生、お願いいたします。 
 
○ 古井顧問 

アメリカを中心に機械学習の方面はすごい勢いで進んでいまして、そちらから逆に日

本を見ると、日本の存在感が非常に薄いわけです。そのギャップは日に日に広がってい

ると私は深刻に思っています。先ほどおっしゃったように、日本の機械学習の研究、そ

この存在感をいかに示していくかということを、統数研を中心に頑張っていただきたい

と思っています。最初、「統計的」ということにこだわりをお持ちのように伺ったので

すが、これはどういう意味でしょうか？ 
 
○ 福水統計的機械学習研究センター長 

今機械学習というと、ほとんど統計的です。そういう意味では、「統計的」とわざわ

ざ付ける必要もなかったのかもしれませんが、このセンターを発足した当時、2011 年

頃でしょうか、あるいは計画段階においては Statistical Machine Learning という言葉

はそこまでポピュラーではありませんでした。一つには、Machine Learning というの

は古典的に極めて非統計的な AI から出発している面があって、それとの混同を避けて、

われわれは統計的なアプローチから研究をするという意味において、「統計的機械学習」

と名づけました。現在では、ほとんどみんな統計的なので、あえて付ける必要は、ひょっ

としたらなかったのかもしれません。 
 
○ 古井顧問 

そうですね。こだわりがなければ結構です。あと、DNN が統計か統計でないかとい

う議論はあるかもしれませんが、そんなことを言っている時代ではないので、やはり、

こだわりなく最先端のことをぜひやっていただきたいと思います。よろしくお願いします。 
 
○ 福水統計的機械学習研究センター長 

ありがとうございます。 
 
○ 司会 

古井先生、どうもありがとうございました。他にご質問、ご意見等はありますか？よ

ろしいですか？それではこの後、数分の休憩を挟みまして、統計数理研究所の施設見学

に参りたいと思います。 
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【会議総括】 
○ 司会 

先生方には地下から 6 階まで長い距離を歩いていただき、どうもありがとうございま

した。それでは本日の会議、閉会によせまして所長の方からごあいさつを申し上げます。 
 
○ 樋口所長 

先生方、短い時間でしたけれども、大変に貴重なアドバイス等々をいただきまして、

本当にありがとうございます。実は前回の顧問会議でいろいろいただいたご意見等は冊

子体にして幅広く、文部科学省あるいは関連するコミュニティのいろいろな方々に配布

しました。それとともに NOE 形成事業の評価に関しても、ちょうど 1 年と少し前に研

究所の外部評価をおこないました。研究所の外部評価委員の方々に研究所のアクティビ

ティをいろいろご紹介したところ、やはり第 2 期中期目標期間、私が所長を務めている

期では、この NOE 形成事業というのはかなり大きな位置を占めていいます。参考資料

としてお配りしている「現状と課題―自己点検評価・外部評価報告書―」は主に二部構

成になっておりますが、前段は研究所の通常の研究アクティビティ、後ろの方には NOE
の全体活動の評価および各センターの評価をまとめてあります。そんなに多い量ではあ

りませんが、大変に貴重なアドバイスをいろいろ外部の先生方からいただき、それをこ

の冊子の後ろに掲載していますので、時間のある時にお目通しいただければと思います。 
 
きょうは限られた時間でしたが、顧問の先生方にいただいたご意見には、こちらがも

っともっとやっていかなければいけないというところも多くありましたし、一番うれし

かったのは、私が途中で申し上げましたように、本研究所の第 3 期中期目標期間に向け

て、「このようなことをやっていきたい」とか、あるいは、「各センターで、こういうと

ころに力を入れていきたい」というところをずばりご指摘いただいたということです。

それらはわれわれが研究活動をおこなっていく上では、きょういただいたご意見を文字

化して、それらを良いかたちで使わせていただいて、本研究所の活動をより見える化し、

活発化していきたいと思っています。きょうは天気がいまいちでしたけれども、おいで

いただいて、またたくさんのご意見やアドバイスをいただきまして本当にありがとうご

ざいました。 
 

○ 司会 
それでは最後になりますけれども、先生方から一言ずつきょうのご感想をいただいて

もよろしいでしょうか。まずは今田先生の方からよろしくお願い申し上げます。 
 
○ 今田顧問 

統数研というのは 1973～1974 年頃から、広尾にある時からいろいろと関わらせてい

ただきましたけれども、イメージはきょう評議員になってここへ来て、初めて分かりま

した。昔は人文社会科学との関係で、鈴木達三先生という方がいらっしゃいましたが、

これと関連して、「ああ、統数研というのは国民性調査をやって、社会調査や統計のメッカ
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なんだな」という印象があったのですが、実は自然科学がメッカ、中心なんですよね。

ということで、その広がりがすごくいろいろな方面にわたっていて、これだけの課題を

遂行するにはもっと人材、人員が必要ですね。きょういろいろお話しいただいたことで、

最低は倍ぐらい人員がいないといけない、そのような印象を持ちましたので、ぜひこの

広がりを PR されて人材確保を進められると良いのではないかと思いました。 
 
それともう 1 つ、大学院の研究科の名前もあって、専攻名もあって、先ほど下で見た

のですけれども、そちらの大学院生の受け入れ、育成ということについてもデータをそ

ろえられて、資料としておつくりになると、より良いのではないかという印象を持ちま

した。以上です。 
 

○ 司会 
今田先生どうもありがとうございました。続いて小柳先生、よろしくお願いいたしま

す。 
 
○ 小柳顧問 

私も赤池弘次先生の頃から、赤池先生がまだ所長になる前から出入りさせていただい

ております。田邊國士先生を通していろいろ赤池先生のお考え等を聞きまして、先ほど

のいろいろな研究活動の話でも分かりましたが、私はもう少し赤池先生的な発想を、ど

んな分野でも活用するというのは良いのではないかという感じが少しいたしました。感

想だけですが、そういう意味で今後この研究所が発展されることを期待しています。 
 
○ 司会 

どうもありがとうございました。続いて古井先生、お願いできますでしょうか。 
 
○ 古井顧問 

きょうはいろいろ勉強させていただきまして、ありがとうございました。大変楽しか

ったです。いろいろ勝手なことを申し上げましたけれども、応援演説のつもりでしたの

で、そういうふうに受けていただければと思います。やはり世の中こういう統計数理に

対する期待とか関心というのは非常に高まっていると思います。そういう意味では非常

に良い機会を迎えているのではないかと思いますので、ぜひいろいろな所と、国内、国

外含めて連携を強めていただいて、存在感をもっともっと高めていただければというよ

うに思います。どうぞよろしくお願いいたします。 
 
○ 司会 

どうもありがとうございました。では、渡邉先生、よろしくお願いします。 
 
○ 渡邉顧問 

きょうは大変ありがとうございました。非常に興味深いお話、刺激になるお話をいた

だきました。私自身は金融、経済の方が専門ではありますけども、数理統計はやはり多
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くの分野とのインターフェースを持っていることが強みの一つだと思います。そういう

強みを生かしつつ、いろいろな政策分野、社会貢献を含めてゴール・オリエンテッドと

言いますか、しっかりと目標を設定して、そこからいろいろな研究テーマを選択してい

ただければと思います。大変勉強になりました。きょうはありがとうございました。 
 
○ 司会 

どうもありがとうございました。先生方、改めましてきょうご出席いただいたことを

お礼申し上げます。いただいたご意見は今後の NOE 活動の運営に活かしていきたいと

思っています。 
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